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午後１時２７分開会 

○太田せいいち委員長 それでは、若干時間は早い

ですが、全員おそろいですので、始めさせていた

だきます。 

  これより子ども・子育て支援対策調査特別委員

会を開会いたします。 

 

           ◇            

 

○太田せいいち委員長 最初に、記録署名員２名を

指名させていただきます。 

  いいくら委員、佐藤委員、よろしくお願いいた

します。 

 

           ◇            

 

○太田せいいち委員長 次に、請願・陳情の審査を

議題といたします。 

  初めに、（１）５受理番号３９ どの子も健や

かに成長できる質の高い保育、父母のニーズに対

応した保育を実施するために、待機児童対策、施

設・環境・体制の整備・拡充などを求める陳情、

（２）５受理番号４８ 保育士配置の最低基準の

引き上げと国民の負担増を伴わない保育予算の大

幅な増額を求める意見書を国と東京都に提出する

ことを求める請願、以上２件を一括議題といたし

ます。 

  ２件とも前回は継続審査であります。 

  執行機関は何か変化はございますでしょうか。 

○保育・入園課長 恐れ入ります、５受理番号３９

についてでございます。 

  変化ではございませんが、７月の子ども・子育

て支援対策調査特別委員会における陳情審査の中

で、各区におけるゼロから２歳児の入園調整方法

について、資料としてお示ししてほしい旨の御要

望をいただいたところでございます。 

  今回、教育委員会子ども家庭部の情報連絡事項

といたしまして、平成８年４月入所保育施設入園

申請の受付についてを提出させていただきました

が、本事項と関連する資料となりますので、参考

資料として添付させていただきましたことを御報

告いたします。 

○太田せいいち委員長 その他は特にございません

か。 

  それでは質疑に入ります。 

  何か質疑はございますか。 

○いいくら昭二委員 私の方からは、受理番号３９

の点で、要旨の２なのですけれども、老朽化し、

園児に危険が及ぶ可能性もあり得る施設の職員の

声を聞き、直ちに改築、改修を行うこと。施設に

よっては、環境に差が出ることのないよう保育環

境を整えることという要旨があるのですけれども、

実は、千住あずま保育園なのですけれども、大分

あそこ古くなって、区としてのこの保育園の施設

に対する施設の改築又は改修の計画についてまず

お尋ねします。 

○保育・入園課長 千住あずま保育園につきまして

は、建て替えする方向で今現在進んでいるところ

でございます。 

○いいくら昭二委員 それで、これ、前から言って

る話なのですけれども、予定としては、あとどの

ぐらい先から工事が始まって、どのぐらいで終了

するか、いつ新たな設備で行うか、その点につい

てお伺いします。 

○保育・入園課長 恐れ入ります、結論申し上げま

すと、いつからというはっきりした明言はこの時

点ではできないところでございます。極力早めに

着手をしようと、今、建て替えの地域の条件であ

るとか、そういったところを整備しているところ

でございます。 
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○いいくら昭二委員 それは、委員会等々でも説明

があったから、お伺いしたいのは、以前から、あ

そこ、私も一緒に、所管の担当課長さんとも一緒

に行って、現状、そもそもあそこの保育園の施設

というのは、もともとは保育園の施設の対応では

なくて、新たな状況で施設として造ったという経

緯があった上で、実は、具体的には、トイレの問

題とかその部分で、例えば、女性用のトイレ、特

にあそこのトイレに関しましては、女性の方が多

いものですから、先生方が。ということで、本当

に不便を掛けてるというのは、課長も御存じだと

思うのですけれども、それはもう五、六年前から

話をしてる中において、やはり環境という部分に

おいて、今、いつからか分からないという部分に

おいては、本当にストレスがたまると。当然に改

築をすれば、またどこかに造る形になるのですけ

れども、いつからか分からないということは、や

はり働く人にとっては、いつからやってくれるの

というのは、区としては聞き及んでると思うので

すけれども、それに対して、働く人たちへのケア

というのは、どのような対応しているか、その点

についてお伺いします。 

○保育・入園課長 いいくら委員おっしゃるとおり

でして、私もやはり保育環境の、働くための整備

というのは、非常に重要だと認識しております。 

  今、１例として挙げていただきましたトイレに

つきましては、今年度予算計上を営繕の方にして

いただきまして、準備が整い次第、和式から洋式

にというような計画を立てているところでござい

ます。 

  園舎の建て替えにつきましては、先ほども御答

弁申し上げましたが、なるべく早めに着手できる

ように、今、課題を整理しているところです。 

○いいくら昭二委員 最後なのですが、これ要望な

のですけれども、それもそうなのですけれども、

トイレに行くところが、女性トイレが大分遠くて

行かなくてはいけないという部分で、本来は、従

来壁を取り壊して、直接行っていただいたら、女

性の人にとっては便利だという件もあったのです

けれども、いずれにしましても、和式から洋式も

そうなのですけれども、やはり女性用のトイレの

部分に関しては、本当に不便、１度、働いてると

ころがどのようになっているか確認してください。

そうするとよく分かりますので、その点をしっか

りと早くやっていただくことは当然なのですけれ

ども、その点も現状のいつからということも、そ

の間、どのような形できるかということも配慮し

た形でお願いしたいと思います。要望しておきま

す。 

○太田せいいち委員長 要望で。 

  ほかに。 

○ぬかが和子委員 私も、陳情事項の１番目と今回

は２番目メインで質問させていただこうと思って

たのですが、今、２番目のところの話が出たので、

そちら先に質問させていただきます。 

  建て替えの計画について、先ほどもいつになる

か分からないというお話がありましたけれども、

千住あずま保育園だけでなく、緑町保育園も含め

て、本当に区の方でも建て替えしますと言ってい

る部分については、正に公共施設の再配置計画の

中で明記されているわけですから、あとはしっか

り年次計画立てて、順立てして、そういうものを

明示して、見通しを持つべきだというふうに思っ

てるのですが、どうでしょうか。 

○保育・入園課長 おっしゃるとおりだと認識して

おります。 

  今、建て替えの計画、はっきりといつからとい

うふうに明示できないというふうにお伝えさせて

いただきましたが、可能な限り早めに着手したい

と思っているところでございます。 
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○子ども家庭部長 ちょっと明言は、建て替える時

期はちょっと分からないのですけれども、来年度

予算に債務負担行為で計上する予定で、今、準備

を進めておりますので、来年設計入って、来年度

のどのタイミングで設計入るか分からないのです

けれども、設計をして建てていくということにな

れば、３年後ぐらい、これはちょっと今の予測で

すけれども、おおむねそれぐらいなのかなという

ふうに想定しております。 

○ぬかが和子委員 それで、順次、やはり建て替え

や更新をしていっていただきたいと思ってるので

すけれども、学校に照らして考えると、一方で、

区はなくすと言ってますけれども、当面はなくな

らない保育園がたくさんあるわけですよ、もうニ

ーズがあってね。そういった既存の保育園は、で

は建て替え計画がない保育園どうするのかという

のが課題だと思うのですよ。学校に照らして考え

ると、学校では、更新の計画がある学校はそれで

更新やりますけれども、でも、緊急性が求められ

る工事は、そういう更新計画があるところでもや

っていると。更新計画が当面ない学校については、

別立てで予算を組んで、施設の改善等をやってい

ると思うのですよね。保育園も基本的には同じよ

うなスタンスで、既存の保育園についての改善も

是非やっていただきたいと思ってるのですが、ど

うでしょうか。 

○保育・入園課長 既存の建て替えない保育園につ

きましても、施設の現場の声を取り入れながら、

必要に応じた改修等はしていく考えでおります。 

○ぬかが和子委員 その現場の声の中で、私もいろ

いろお話を聞く中で、一つは、老朽化した瞬間湯

沸器、いわゆるガス給湯器ではなくて、昔ながら

の押して火がつく瞬間湯沸器を使っているという

保育園がまだあるそうですよ。非常に危険だとい

う声も上がっていて、それは、直ちに予算化して

更新すべきだと思うのですが、どうですか。 

○保育・入園課長 私も実際に園訪問させていただ

いたときに、その瞬間湯沸器を使っている園とい

うのは把握してます。ごめんなさい、ちょっとこ

この場で失念しているのですけれども、そういっ

た施設につきましては、園児に、更に保育士に危

険があっては駄目ですので、しっかりと対応して

いきたいと思います。 

○ぬかが和子委員 それと、先ほどトイレの話があ

りましたけれども、私も古くなった保育園を拝見

したときに、職員にとってもそうですけれども、

園児にとっても本当に大変な環境だと。この暑い

夏も、トイレも廊下空間もエアコンが効いていな

くて、もちろん冬は寒いと。それが、学校や何か

との一番の違いは、園児にとっては、廊下もトイ

レ空間も生活の場であり、トイレトレーニングの

場であると。そこがもう本当に冬は冷たくて、夏

は暑くていられないようなところでは、本当に子

どもたちの成長にとってもマイナスだと。このト

イレや廊下の改善、空調なんかも、計画性を持っ

て、例えば学校でいえば、トイレは全部ウェット

からトイレ更新というのを前倒しをして３年間か

何かで、全部ドライ化しましたよね。そんなふう

に、既存の保育園についても、計画を持ってほし

いのですけれども、どうでしょうか。 

○保育・入園課長 ぬかが委員おっしゃるとおりで

ございます。 

  やはり私も夏、園訪問に行かせていただいたと

きに、廊下が非常に暑くて、そういったところに

ついては、扇風機を簡易に付けたり、対応させて

いただいておりますが、そういったことを計画的

に進めていけるように、今後、予算をお認めいた

だく必要がございますが、そういったことも踏ま

えて、計画的にやっていきたいと思います。 

○ぬかが和子委員 それから、保育士の休憩室のな



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ４  

 

い保育園があるということを聞きました。そうい

うところも、土地がない、敷地も非常に狭い中で

やっていて、大変苦労は多いと思うのですけれど

も、工夫も凝らして、是非対応していただきたい

のですが、どうでしょうか。 

○保育・入園課長 休憩室につきましては、やはり

園の中の限られたスペースの中で、なかなかすぐ

広いスペースを確保するということは難しいかな

というふうに思いますけれども、何かこの設備の

配置を少し変えたりだとかして、少しでも広く職

員の方が休憩できるようなスペースが取れないか

どうかも含めて検討してまいりたいと思います。 

○ぬかが和子委員 それから、実際にこの保育園で

の子どもたちが過ごす環境というときに、消耗品

関連ですけれども、消耗品の購入というのは、年

間計画で申請して予算化し、そして各園に配分さ

れて、各園でその計画に基づいて執行していると

いうのは十分認識しているのですが、実態をいろ

いろ聞いて驚いたのですけれども、やっぱり子ど

もたちの成長、発達とか、行事の関係とかで、も

っとこういうものを準備してあげたいというのが、

意外と１００円ショップなどで売ってると。そう

いうものでいろいろな飾りを作ったり、その子た

ちに対応したものを購入したりということも間々

あるということを聞きました。それに対しての対

応が、園によって違いがあるというのを聞いたの

ですよ。びっくりしたのは、本当に園長先生は柔

軟性持って、レシートを出せば、ちゃんと請求し

てやりますからねとやってくれてる園も確かにあ

ると。でも、そうではない園がたくさんあって、

それで、保育士が自腹で買って、もうそういうの

をいろいろ言われるから、もう自分のお金で買っ

てそれで対応しちゃってるという園もあるそうで

す。ある保育士さんに言わせると、自分たち公立

保育園ではなくて、１００均保育園だなんて、自

虐的に言うぐらい、もうそれは常態化していると

いうふうに言ってる方もいらっしゃるのですよ。

なので、これ、園によってギャップがあるという

のを聞きましたので、是非、それは園長などの柔

軟性、対応の仕方によってできることだと思うの

で、そこはしっかり指導通知を出していただきた

いと思うのですが、どうでしょうか。 

○保育・入園課長 そういった実態を教えてくださ

りありがとうございます。私どもも、園長会を通

じて、そのようなことがないように指導はしてい

るのですけれども、今そういった実態があるとい

うことは、それが全園に周知されていないという

ふうに認識しておりますので、改めてしっかりと

周知したいと思います。 

  ちなみに、園で使える緊急予算というものを用

意しておりますので、今みたいな緊急に子どもた

ちのために使いたいといったときには、自由に使

えるようになっている制度になっております。 

○ぬかが和子委員 でも、そういうことがないよう

にとか、緊急予算というのをどう判断するかとい

うところで、園長が、いやそれ緊急性ないでしょ

うって言ってはじいてしまう。だけれども、現場

の声を生かして、保育士さんがこうこうでこうだ

から必要だからこれ買おうと思うのですよ、どう

ぞという、そういう姿勢で園長先生が望むように

していただかないと、指導したけれども、やれ制

限が掛かったからより厳しくなんていうのでは話

にならないので、是非お願いしたいと思います。 

  それから、陳情事項の１についてのところなの

ですが、前回、第一次不承諾が、久しぶりに１，

０００名を超えたということを申し上げたのです

けれども、これ結局は、後で資料も請求して頂い

たのですが、平成３１年が１，０００名を超えて

いて、そこから以降は１，０００名を超えていな

かったということでいうと、７年ぶりに１，００
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０名を超えた第一次不承諾ということになるので

はないかと思うのですが、どうでしょうか。 

○保育・入園課長 ぬかが委員おっしゃるとおりだ

と思います。 

○ぬかが和子委員 そういう中で、前回の委員会の

中で、答弁の中で、本当に必要な人が第一次不承

諾で落とされる、学校の先生まで落とされる、そ

ういう状況についてどう考えてるのですかと、第

一次不承諾をどうしていくのですかという質問を

したときに、指数の調整だけでなく、定員を年度

内においても少し広げてもらえるような私立保育

園とか、そういったところの調整も引き続き行っ

てまいりたいということを、これ年度途中の待機

児などの課題だと思うのですけれども、答弁され

ているのですけれども、２か月たっていないので

すけれども、状況はどうでしょうか。 

○保育・入園課長 まず、この一次不承諾につきま

しては、一旦落ち込みがあるものについては、恐

らくなのですけれども、コロナ禍が挟まっている

事情もありまして、実際に保育園に預けるのをち

ょっと控えている保護者の方、若しくは勤務スタ

イルがテレワーク等もございましたので、そうい

ったところで落ち込んでいるのかなというふうに

思います。 

  せんだって答弁させていただいた状況から何か

変わっていることがあるかというと、理由を調べ

てみました。一次不承諾の中には、やはり育休延

長であるとか、転園申請を申し込んでいる方とい

うのが、大体半分ぐらいの割合でいるような実態

がございます。確かに、ぬかが委員のおっしゃる

ように、本当に保育園に入れなくて待機になって

しまっている方というのも半数ぐらいいらっしゃ

ることが確認できましたので、そういったゼロに

はできないですけれども、本当に入りたくても入

れていない方たちのための施策というのは、今後

も引き続きやっていく必要があるかと考えており

ます。 

○ぬかが和子委員 今の答弁にもちょっと物を言い

たいのですが、私立保育園の調整とか定員枠を広

げてもらうということをやっていきたいというと

ころについて聞いたのですけれども、そこはどう

ですか。 

○私立保育園課長 私立保育園のまず定員について

ですが、毎年各園から要望をいただきまして、保

育需要が少ない地域については定員を下げたり、

逆に保育需要が多いところについては定員を増や

すという依頼をさせていただいているところでご

ざいます。 

  また、年度途中で待機児童が発生することもあ

りますので、定員を超えて弾力化で受け入れてい

ただくような依頼をさせていただいている状況で

ございます。 

○ぬかが和子委員 結局、私立保育園の定員を、い

ろいろ努力はされてるのは分かるのだけれども、

定員を増やすというのは、もともと面積要件があ

って定員が決まっている中で、それ以上に詰め込

むということは、絶対にあっちゃいけないという

ふうに思いますし、限界があるわけですよ。だか

らそういう点では、やはり、いつも区の方は、そ

ういうふうに言うと、空きがありますから、あま

り保育園増やせないのですと言うけれども、待機

児解消のプランだから、もうこのプランつくるの

もやめちゃったということを言ってるんだけれど

も、やっぱり第一次不承諾で入れない子どもをな

くすという計画はしっかりつくってほしいという

ふうに思っているのです。 

  先ほど、第一次不承諾のことについて、コロナ

禍だったから、一時期は落ち込んで元に戻ったか

のような答弁だったと思うのです。だけれども、

それを言ったら、待機児だって、実質区長がゼロ
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だって言ってる期間、同じ期間なのですよ。では、

コロナ禍で戻ったのだったら、また戻っていくで

はないですか、今増えてるではないですか。やっ

ぱり、第一次不承諾だけがコロナ禍だから減った

のです、だけれども、コロナが終わったから戻っ

たのです、では、待機児だって同じでしょうとい

うことになっちゃうと思うので、理由にはならな

いというふうに思いますし、それから、先ほど、

半分ぐらいが育休延長、転園申請と。育休延長の

場合は、不承諾もらって初めて育休延長が認めら

れるという仕組みの中で、その方々はやむを得な

いというのはまだ理解できるのだけれども、転園

申請の方が、本当に必要でない、今の答弁だと、

必要でない方に区分されているのですよ。だけれ

ども、前回の委員会でも、ほかの委員さんが言わ

れていたように、なぜ転園申請を出すかといえば、

やっぱりすごく遠くに通わなきゃいけない、兄弟

で入りたかったのに入れないから、２か所回らな

きゃいけない。だから、１か所に同じところに子

どもを預けたい。そういうことでの転園申請で、

これ本当に必要な人だと思うのですけれども、ど

うですか。 

○保育・入園課長 ぬかが委員おっしゃるとおりで

ございます。私の先ほどの答弁、訂正させていた

だきます。申し訳ございませんでした。 

  確かに、転園申請の中で、上のお子さんと下の

お子さんが違う園に通われていて、勤務のときに、

お子さん預けに行くのが一仕事だという声も確か

にいただいているところでございます。 

  私の先ほどの答弁、そういった方に対する配慮

が欠けていたものでした。申し訳ございませんで

した。 

○ぬかが和子委員 そうだとすると、１，０００人

を超えたこの第一次不承諾の中で、転園申請も含

めると、やっぱり育休延長の方を除いても、半分

以上になるわけですよ。もちろん、その後の保育

コンシェルジュとかいろいろな相談の中で、何と

か預けることができた人もいるけれども、やっぱ

り前回紹介した事例の方でいうと、足立区、保育

園増やしてくれたと。だから教員やってるけれど

も、足立区だったら保育園も入れて、足立区内の

学校の教員として続けられると、わざわざ転居し

た人が第一次不承諾になるという、こういった事

例を生まないような対策というのは、もう保育コ

ンシェルジュとか、どこかに空きがあるからその

調整でとかというのは、もう１，０００名超えて

るという中では、やはり無理だと思うのですよ。

だから、待機児解消アクションプランは休止だと

いうのだったら、第一次不承諾を解消するプラン

をしっかりつくっていただきたいと思ってるので

すが、どうでしょうか。 

○保育・入園課長 なかなかその一次不承諾を減ら

すためのアクションプランというところは、申し

訳ございません、今、即答ができないのですけれ

ども、やはり可能な限り数を減らしていけるよう

な努力は引き続きしていきたいと思っています。 

○子ども家庭部長 実は、何も考えてないわけでは

ございませんで、課長は何か言わなかったのです

けれども、例えば、兄弟で下の子が保育園に入れ

ない、転園申請してるという区民の声も実は来て

おりまして、今、指数のところで、１８歳未満の

未就学の子どもが３人以上いる場合、多子世帯と

いうことで、これ１点加点してるのですけれども、

そのお子さんは、未就学で子ども３人いるのです

ね。ゼロ歳、２歳、４歳とか。そういう場合は、

実は１８歳未満のこの３人以上いる場合に当ては

まらないでしょうと。これを未就学の子どもが３

人以上いる場合に、指数の加点ができないかどう

かという検討も、実は報告を受けてるのです。私

はそれやっていいのではないかという話はしまし
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たけれども、そういうような運用面も含めて、そ

の転園申請も含めて、ちょっと少しでも改善でき

るような計画を立てておりますので、できる限り

のことをやっていきたいというふうに考えており

ます。 

○ぬかが和子委員 そういう努力の部分は理解をし

ますし、認識を今しましたけれども、やっぱり根

本的には、待機児がもう足りてるから保育園を増

やさないということが大前提で、そういう中で調

整をしていこうという、その発想を切り替えてい

かないといけないのではないかと。空き定数があ

るから、空き定数があるからと、空き状況が増え

ているということを繰り返し繰り返し答弁で言う

わけですよね。確かに、４月の段階では、特に４、

５歳児とか空き状況があるのは認識しているのだ

けれども、そこは、この間も繰り返し議論されて

るだろうと思うのですけれども、何歳児を何人に

するかという定数の変更やいろいろなことで対応

することも含めて、本当に入れない子どもをなく

すようなプランをつくってほしい。それで、要は

空き状況があることを悪だというふうな見方をし

ないで、空き状況が４月の段階であるということ

は、これ、私立保育園の方からも出ておりました

けれども、年度途中で増える待機児童の部分の定

数をキープできているそういう園なんだという位

置づけを、しっかり区として、教育委員会として

持ってほしいのですよ。そうすると、空きがある

からもうこれ以上どうこうできないという議論に

ならないではないですか。そういう立場に立って

いただきたいのですが、教育長どうですか。 

○教育長 今、ぬかが委員からの御指摘の部分で、

実際にお子さんが預けられない第一次不承諾の方

がいるのは現実でございますので、ちょっと計画

という形、プランという形にできるかどうかはあ

りますけれども、どんな対策があるかとしっかり

とまた教育委員会の中で検討させていただきまし

て、お示しできるものがあれば、また御報告して

いきたいと思います。 

○ぬかが和子委員 是非、年度の初めに空きがある、

空きがあるから問題なのだではなくて、その余裕

がある部分は、ではどう有効に生かすかと、今、

いろいろなことが出てきてるわけですから、そう

いう発想に立って、そして、第一次不承諾はなく

していく、そういう立場でしっかりやっていただ

きたいと強く要望して質問を終わります。 

○太田せいいち委員長 要望で。 

 ほかに質疑はございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○太田せいいち委員長 なしと認めます。 

  次に、各会派の意見をお願いいたします。 

○くじらい実委員 ２件とも継続でお願いします。 

○いいくら昭二委員 ２件とも継続でお願いします。 

○ぬかが和子委員 ２件とも採択でお願いします。 

○富田けんたろう委員 ２件とも継続で。 

○佐藤あい委員 ２件とも継続でお願いします。 

○土屋のりこ委員 どちらも大事だと思いますので、

採択を求めます。 

○髙橋まゆみ委員 ２件とも継続でお願いします。 

○太田せいいち委員長 これより採決に移ります。 

  本件は、継続審査とすることに賛成の方の挙手

を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○太田せいいち委員長 挙手多数であります。よっ

て、継続審査と決定いたしました。 

  次に、６受理番号１１ 子どもを産み育てやす

い新たな制度を求める請願を単独議題といたしま

す。 

  前回は継続審査であります。 

  また、報告事項、⑤令和７年１０月から新たに

実施する子育て支援事業について、⑥子育て家庭
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訪問事業委託の公募型プロポーザルによる事業者

の特定結果についてが本請願と関連をしておりま

すので、併せて執行機関に説明を求めます。 

○子ども家庭部長 では、教育委員会の報告資料の

１２ページをお開きください。 

  １０月から新たに実施する子育て支援事業の報

告でございます。 

  まず、項番１です。 

  子育て家庭訪問事業、この委員会でもちょっと

議論しておりますが、全ての御家庭、生後５か月

から１歳４か月までのお子さんの世帯に家庭訪問

する事業を開始いたします。 

  項番１の（３）のところで、１か月から２か月

に１回程度、最大１０回の訪問をさせていただき

ます。 

  また、区の直営の訪問方式と外部委託による方

式のミックスでやりたいと考えております。 

  そして、１２ページの下の段に、主なこの事業

の位置づけを記載させていただいております。赤

ちゃん訪問の後の保育園に行くまでの間のところ

を埋める事業となっております。 

  １３ページになります。 

  配布する絵本につきまして、次の１４ページに

一覧の方を添付させていただいております。中央

図書館であるとか、図書館サービスデザイン課の

協力の下、まずはこの２５種類で選択していただ

いて選べるような形になっております。絵本以外

にも、知育玩具も入れさせていただいております。 

  そして、項番２です。子育て支援アプリも同時

の１０月からスタートさせていただきます。今ま

であったあんしん子育てナビ、このウェブ形式の

ものからアプリ形式の方に移行するものでござい

まして、この表の下の三つ、プッシュ型通知であ

るとかお知らせ、区の方から一方的にお知らせで

きるような仕組みも取り入れて、今後、子育て世

帯向けの情報提供をしていきたいというふうに考

えております。 

  そして、次のページに、アプリのイメージ図等

がありますので、御確認いただきたいと思います。 

  そして、１６ページをお開きください。 

  委託の部分のプロポーザルを選定委員会させて

いただきまして、事業者を決定いたしましたので、

御報告させていただきます。 

  事業者は項番４のところの株式会社パソナライ

フケアでございます。類似の事業を大田区でやっ

ている事業者でございまして、提案価格等は記載

のとおりでございます。 

  １７ページの項番８のところ、特出すべき提案

のところ、今回３者でやったのですけれども、か

なり接戦でして、全ていい事業者だったのですけ

れども、特にこの事業者につきましては、家庭訪

問に主に軸を置いて、大体３０分ぐらい中で話を

聞きますよというような提案があったり、他の事

業者と比べて、寄り添い支援をやってくれるよう

な提案でございましたので、そこの部分、大きか

ったのかなというふうに考えております。特定ま

での経緯等は記載のとおりです。 

  また、特定結果の審査の点数等は、１８ページ

以降に記載させていただいておりますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

○太田せいいち委員長 それでは質疑に入ります。 

  何か質疑はありませんか。 

○くじらい実委員 この陳情に絡んだ、今、御報告

もいただいたのですけれども、この子育て家庭訪

問事業、今回、足立区として目玉の事業だとは思

っております。先ほどパソナも事業者として決定

しましたという話もありましたけれども、まず、

先ほど直営と外部委託とミックスでやるという話

だったのですね。こちらの説明資料で、混合方式

と書いてあるのですが、この混合方式というのは、



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ９  

 

どういうやり方でやるのかなというところなので

すけれども、この１２ページの訪問体制時の外部

委託が、①で訪問員は事業者が募集し、区が担当

する以外の地区を訪問するというのがありまして、

足立区が担当する以外の地区というのは、どうい

う定義で決められてるのでしょうか。 

○子ども政策課長 事業者が回るエリアにつきまし

ては、区の会計年度の担当地域については、鹿浜

こども園、おおやたこども園、あと、本庁舎にそ

れぞれ２名ずつ６名配置する予定になっておりま

す。基本的には、区の職員についてはそのエリア

を回るのですけれども、それ以外のエリアについ

ては事業者に回っていただこうというふうに思っ

ております。 

  なお、区の職員については、エリアということ

で割り当てるところはございますが、どちらかと

いうと、事業者が対応していて、対応になかなか

応じられないような家庭を回っていこうというふ

うに思っております。 

○くじらい実委員 先ほどから話がありますけれど

も、これ約４，０００世帯あって、かなり数は多

くなると思うのですけれども、区の直営だと６名

ということで、今お話があった、各拠点に２名配

置予定なのかな、本庁舎、おおやたこども園及び

鹿浜、３か所で６名でということなのですけれど

も、それ以外の地区という認識だと、かなり広く

なると思うので、これは例えば区の直営の方が、

もう完全に足立区を３分割してやるのか、その周

辺だけをやるのかという、そういうところはいか

がでしょうか。 

○子ども政策課長 ごめんなさい、説明がつたなく

て申し訳ございませんでした。 

  区の直営につきましては、全体を網羅するわけ

ではなくて、あのエリア、近くのエリアも対応い

たします。ただし、先ほど申し上げましたように、

事業者の、なかなか対応が困難な、そういったも

のについては、区の職員が対応させていただく、

そういうふうに思っております。 

○くじらい実委員 多分、外部委託でなかなか難し

い問題というか、ちょっと高度なものとか、いろ

いろ対応すべきものというところに対しては区の

直営で担当するよというイメージでいいのかなと

思うのですけれども、そうすると、先ほどの世帯

としてこれだけあって、６名でとなると、外部委

託としては、かなりの人数、訪問員というのが必

要なのかなと思うのですけれども、この外部委託

での訪問員の数というのは、どれくらいを予定さ

れてるのでしょうか。 

○子ども政策課長 外部委託における訪問人数につ

きましては、プロポーザルにおける、その話の中

で、大体フルタイムであれば４０人程度の人数が

必要だというふうなお話があります。今後、本契

約を結ぶに当たって、仕様書等を詰めて、その人

数については決定していきたいというふうに思っ

ております。 

○くじらい実委員 今の時点だと、４０人とあと直

営の６名という形で回していくという形ですね。

実際、やっぱり一番大きな課題としては、数、訪

問数というのはすごく多くなるのかなと思います

ので、これは人数というところもあるのですけれ

ども、しっかり対応してもらなければいけない。

先ほどパソナの方もかなり家庭訪問を軸にという

話がありましたので、その辺はしっかりやっても

らいたいなと思います。 

  あと、併せて子育て支援アプリの方なのですけ

れども、これも陳情にもあるアプリ等を導入した

り、利用したりという形でありましたけれども、

子育て支援アプリ、今、あんしん子育てナビを多

分使ってると思うのですが、こちら、前回の委員

会で、たしか３万４，０００人が登録してますと
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いう話があったと思います。今回この新しい子育

て支援アプリに関しては、やっぱり同じぐらいの

３万４，０００人ぐらいが対象になるということ

でよろしいですか。 

○子ども政策課長 新しいアプリの人数につきまし

ては、もともとあんしん子育てナビにつきまして

は、平成２５年から運用しているナビになります。

平成２５年から運用しておりまして、そのナビの

データを削除してない利用者の方もいらっしゃい

ます。そういったことから、３万４，０００人と

いう人数になっております。実際に我々のターゲ

ットとしているゼロ歳から６歳を集計すると、大

体２万５，０００人になりますので、対象の方々

というのイコールではございますが、そういった

方も、今現在のナビにらっしゃるということを御

理解いただければと思います。 

○くじらい実委員 そうすると、大体２万５，００

０人ぐらいを登録、子育て支援アプリを使っても

らいたいという認識でよろしいかと思いますが、

１０月から新しい子育て支援アプリを開始すると

いうことで、先ほどおっしゃってたあんしん子育

てナビは、まだ、今後の方針を見ると、令和７年

度末までで事業者と調整と書いてあるので、多分

令和７年度末、来年の３月までは、あんしん子育

てナビは使えるという状況だと思うのですけれど

も、それでよろしいですか。 

○子ども政策課長 くじらい委員おっしゃるとおり

でございます。 

○くじらい実委員 そうしますと、先ほどもおっし

ゃってた削除をしなかったりしてる、登録として

残ってしまった方が３万４，０００人、中にいる

のかなというところで、今度新しいアプリを入れ

ましたとなると、どちらも同時に使うことになる、

登録するということになってしまうと思うのです

が、これは何か問題ないですか。 

○子ども政策課長 今回新しく導入するアプリにつ

きましては、利用者の方にアプリをダウンロード

していただいて、登録していただくことが必要に

なります。これまであんしんナビを使っていらっ

しゃった方は、そのデータを引き継ぐことができ

ますので、移行をしていただきたいというふうに

思います。もちろん３万４，０００人の中で、例

えば、中学校を卒業した方がアプリを使いたいと

いうことであれば、移行していただいて結構なの

ですけれども、そういった状況になっております

ので、くじらい委員おっしゃるとおり、重複して

使うことも可能になっております。 

○くじらい実委員 重複して使う場合というのは、

特にその混乱とか起きないものなのかなと思うの

ですが。 

○子ども政策課長 重複して使った場合に、やはり

同時に通知が行ってしまうという、そういったこ

とは考えられますが、来年の３月末であんしん子

育てナビにつきましては使えなくなってしまいま

すので、それ以降の混乱はないというふうに思っ

ております。 

○くじらい実委員 時期が来れば二重にということ

はなくなるということだと思います。それはちょ

っと時期を待つしかないのかなというところです

けれども。 

  最後にしますけれども、この新しい子育て支援

アプリ、新しい方の、今度やっぱりその利用率が

２万５，０００人対象ですけれども、今度そっち

の登録を上げていかなければいけない、それが一

番の目標だと思うのですけれども、この利用率を

上げるための何か政策というか、考え方というの

はいかがなのでしょうか。 

○子ども政策課長 我々といたしましても、くじら

い委員おっしゃるとおり、利用率を上げる、２万

５，０００人全ての方にできれば使っていただき
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たいといったところなのですけれども、現在使っ

てるあんしん子育てナビについては、導入当初、

５０％が一旦の成果だというふうな話を伺ってお

りますので、当面は、５０％に向けて頑張ってま

いります。 

  その方法としましては、先ほどありました全家

庭訪問事業、そういったところとか、衛生部と協

力いたしまして、三、四か月健診であったりとか、

保健予防接種の関係等、母子手帳の交付、そうい

った機会を捉えて、周知を図ってまいりたいとい

うふうに思っております。 

○くじらい実委員 ５０％、是非もうちょっと目標

としては上げてもらいたいなというところがあり

ますけれども、先ほどありました子育て家庭訪問

事業とも関連して、皆様方に周知していただいて、

登録してもらうように、努力もしてもらいたいな

と思いますので、これは要望でお願いいたします。 

○太田せいいち委員長 ほかに質疑はございますか。 

○富田けんたろう委員 私からも、子育て家庭訪問

事業について伺います。 

  まず、この訪問の予約ですよね、親御さんが予

約をする、それから絵本を選択するということを

オンラインで受付をするというふうになっている

わけですけれども、これはアプリで予約をするの

か、それともウェブのブラウザでやるのか、何か

どんなような形なのでしょうか。 

○子ども政策課長 パソナが開発したアプリを使っ

て登録することが可能ということを聞いておりま

す。 

○富田けんたろう委員 なので、区がこれから新し

く作ろうとしている子育てナビの次のアプリ、こ

ちらの方では予約ができないと、この全家庭訪問

の予約はできないという認識でよろしいでしょう

か。 

○子ども政策課長 新しく導入するアプリと連動で

きるかどうか検討してまいりたいというふうに思

っております。 

○富田けんたろう委員 ということは、少なくとも、

子育て世代に対して、二つアプリをダウンロード

してくださいということを区は求めていくという

ような今認識を私はしたのですけれども。 

○子ども家庭部長 私もこの事業者のアプリを見た

ことがなくて、多分、この子育て支援アプリの方

は、恐らくＵＲＬの添付であるとかというのはで

きるはずなのです。インターネットのＵＲＬを付

けて、そこから連動させて、アプリではなくてウ

ェブの方で予約をするような仕組みができるので

はないかなと、私が今思ってるだけなのですけれ

ども、そういう形で、ちょっと事業者に確認して

いきたいというふうに考えております。 

○富田けんたろう委員 私がその事前説明の中で聞

いたのは、パソナさんのアプリを使っていくと、

そのアプリというのは、要はパソナさんが既に運

用してる既存のアプリを使っていくという話であ

ったということもあって、実際、恐らくこの４億

円のプロポの金額のほとんどがその人件費だとい

うふうに思うのです。それこそ既にあるアプリを

使うわけですから、その点は金額は載ってきてな

いのかなと思うのですけれども。ちょっとすみま

せん、まずこの４億円の内訳もちょっと今お伺い

してもいいですか。 

○子ども政策課長 現在、４億円の内訳につきまし

ては、これから本契約になっていくところになり

ます。提案ということで、約４億円の金額という

のはお話をいただいておりますが。（発言する者

あり）あ、ごめんなさい。見積書があると思いま

す。ちょっとそちらにつきましては、手元にござ

いませんので、後ほど回答させていただきたいと

思います。 

○富田けんたろう委員 ちなみに、新しく区が作る
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子育て支援アプリというのは、幾らぐらい掛かる

ものなのか。もう１０月からということであれば、

多分かなりできてるのかなと思うのですけれども、

どうでしょうか。 

○子ども政策課長 今回、１０月から導入する子育

てのアプリにつきましては、約１２０万円程度の

金額が掛かっております。 

○富田けんたろう委員 分かりました。ちょっと思

ったより安いなというふうな印象を受けたのです

けれども、その金額で実際、どのその程度のクオ

リティーのアプリができるのかというのは、１０

月を待ちたいなというふうに思いますが、ただ、

このまま行くと、二つのアプリをダウンロードを

しなければいけないような状況になるのではない

かなというふうな印象でありまして、恐らくそう

なのだろうと思いますけれども、これ何とか一つ

にできないのかということを私としては提案した

いというか、そういうふうに思ってるのですが、

そのあたり、区はどのように考えてますでしょう

か。 

○子ども政策課長 アプリの統合につきましては、

それぞれ持っている事業者が別々の事業者になり

ます。そういったことと、あと今度のアプリにつ

きましては、個人情報等の関係もございますので、

一緒にできるかどうかというのは、確認をしてみ

ないと分からないと思うのですけれども、現時点

では、かなり難しい状況であるというふうに思っ

ております。 

○富田けんたろう委員 確かに、もう技術的にはち

ょっと難しいというのは、私も何となく分かるわ

けですけれども、ただ、恐らくそういうことにな

ってしまったのは、この全家庭訪問の方は、あく

までも区の持ち出しでやってるわけではないわけ

ではないですか。東京都の補助金でやっていると

いうこともあって、ある意味ちょっと利用者目線

からはどんどん離れてしまった。結局二つ必要に

なってくるというのは、普通に考えて、要らない

わけですし、そんなに。というのが、まず聞いて

思いました。子育て支援アプリの方は、区で作る

方は、当然区の持ち出しですけれども、このあた

りが、幾ら都の補助金だからといっても、何とか

そこは一つにすることができなかったのかなとい

うふうに思うわけなのです。 

  ですから、そのあたりは、これ最後、要望にな

りますけれども、何とか親御さん、子育て世代の

現役世代の目線に立って施策を展開していただき

たいなと思いますけれども、最後、いかがでしょ

うか。 

○子ども政策課長 富田委員おっしゃるとおりだと

思います。全家庭訪問事業につきましては、５か

月から１歳４か月という期間ではございますが、

アプリを二つ導入する、登録するというのは、な

かなか手の込んだものになるかと思います。今回

について困難かもしれませんが、今後の事業展開

の中では、そういったものを検討していければな

というふうに思っております。 

  なお、先ほど御質問いただきました中で、内訳

につきましては、見積りの段階なのですけれども、

システムの経費としましては、１，３００万円の

単価ということで伺っております。 

○ぬかが和子委員 私もこの１０月から新たに実施

する子育て支援事業についてを中心に質問したい

と思います。 

  この方式を区の会計年度職員、直営と外部委託

によるミックスでやると、混合方式でやると、一

体どうするのだろうというふうに、偽装請負をど

う避けるのだろうかということを私最初に思って

たのです。先ほどのお話で行くと、普段はこの会

計年度任用職員は、鹿浜とおおやたと中央本町の

エリアを決めて、完全に区分を分離してやるとい
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うことだというふうには理解したのですけれども、

困難ケースやいろいろ注意を、配慮を要するよう

なケースがあったときに、会計年度任用職員がや

るというところが、委託形式としてどうなのかと、

その辺についての、いわゆる偽装請負を避けると

いう観点からの考え方、どうお考えですか。 

○子ども政策課長 そういった偽装請負にならない

ように対策を打っていきたいとは思うのですけれ

ども、困難家庭につきましては、事前に情報が得

られた場合については、そういった対応をしてい

きたいというふうに思っております。 

○ぬかが和子委員 だから、事前に情報とか、日常

的にやり取りをしたり、指示をしたり、そういう

ふうにしていけば、偽装請負になるわけですよ。

だからそこについて、もっと考え方を整理しなが

らやっていかなければいけないのではないかとい

うふうには思っているのです。 

  その上で、正に予約の受付管理、どうするのか

なということを思っていたら、さっきの質問で随

分分かってきたのだけれども、そのパソナのアプ

リに乗るというやり方というのがどうなのかと。

契約、単年度ですよね。それで、長くても、１回

更新で２年ですよね。また、募集掛けるわけです

よね。パソナが連続して仕事を取るという保証が

ない中で、区の方で、それこそ、もう１０月から

スタートするものについてはやむを得ないにして

も、今後の方向性としては、きちんと新たなアプ

リと連動しながら持っていくとしていかないと、

これ事業者変える度にどうするのだという話にな

っちゃうのではないかと思うのですけれども、ど

うですか。 

○子ども政策課長 ぬかが委員おっしゃるとおり、

事業者の選定期間というのは、先ほどのお話のと

おりになっております。ただ、アプリ等につきま

しても、事業引き継ぎの際に、そういった個人情

報も含めて問題ないように対応はしてまいりたい

というふうに思っております。 

○ぬかが和子委員 いや、あり得ないですよ。パソ

ナのアプリに乗って、パソナのアプリでやるのに、

事業者引き継ぎでそのアプリを別の事業者が取っ

たからといって引き渡すということはあり得ない

わけですよ。だから、またそういう手間や混乱も

生じちゃうでしょうと。だったら、きちんと区と

して持っていたらいいのではないかということが

１点。 

  それから、パソナのアプリで予約をし、この訪

問予約をし、またどの本にするかと受付をすると

いう情報を区の職員がもらって、会計年度任用職

員のエリアを訪問する、その辺は、どういう形で

やろうとしてるのか、そこもお伺いします。 

○子ども政策課長 大変失礼しました。住民情報等

については区が持っておりますので、その情報を

事業者に提供するというふうな形を取りたいとい

うふうに思っております。 

  会計年度任用職員の訪問につきましては、エリ

アを分けますので、そのエリア分けた中で、例え

ばタブレットをこちらの方に頂いて、そのタブレ

ットの中で、予約状況等を確認しながら回ってい

くという、そのすみ分けができるような形を取り

たいというふうに思っております。 

○ぬかが和子委員 だから、パソナが持っているア

プリでパソナが管理するわけでしょう。その情報

をもらって、会計年度任用職員のエリアは、そこ

を訪問するって、何か本末転倒のような感じがし

てしようがないのですよ。本来、会計年度任用職

員がいて、区のアプリがあって、そして、区が中

心でやりながらも、一部業務委託でお願いすると

いうのだったら、まだ考え方分かるのですよ。そ

うしないと、では、何のための会計年度任用職員

の採用なのかも見えなくなっちゃうではないかと。
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だって、パソナが管理するアプリもらって、この

人たちを申し込みました、この人たち、この面接

日ですよというのまでデータをもらって、それを

もらいながら、会計年度任用職員が訪問するとい

う形になっちゃうではないですか。 

○子ども家庭部長 ちょっと私も詳細は把握してな

いのですけれども、基本的に、今、出産、４か月

から１歳６か月の情報というのは、パソナが持ち

得るはずがないので、区の情報を元にしてそれを

提供しているはずです。当然、パソナが回るとこ

ろは、その回るところの分を渡す、区で回るとこ

ろは、それとは切り分けて、それぞれの例えば鹿

浜とか中央本町とか区切って訪問するわけで、そ

の情報は当然別々のものなので、中央本町とか直

営で回るところの情報も全てパソナに渡すという

ことはないかなと思うのですけれども、ちょっと

そこは確認させていただきたいと思います。 

○ぬかが和子委員 つまり、パソナのアプリを使う

けれども、管理は全部区がやるということでよろ

しいですか、そうすると。 

○子ども政策課長 ぬかが委員おっしゃるとおりで

す。 

○ぬかが和子委員 その上で、それでもちょっと幾

つか懸念を覚えるのですよ。この事業そのものは、

もともと２年、３年ぐらい議論してきたポピュレ

ーションアプローチをどうするかというところか

らスタートをした事業だし、この事業の実施その

ものは歓迎してるのですよ、こんなに質問してま

すけれどもね。もっと言うと、私たちのアンケー

トにも、生の声として、３か月までのこんにちは

赤ちゃん訪問のときは、頻繁に相談ができると。

だけれども、そこを過ぎるとプツッと相談できる

人が担当も何も見えなくなってしまって、非常に

壁が高く感じる、行政に相談することの壁を大き

く感じるのだという声が届いていたので、そうい

う方々にとっては、非常に朗報だろうということ

は思っているのです。その上で、ただ、最初から

私たち申し上げている、他の会派でも、一時期、

本だけではなくて、そういう紙おむつやミルクと

かそういうものも選ぶようにしたらどうですかと

いう質問も出たぐらいなのですけれども、本が駄

目というわけではないのだけれども、この報告さ

れたスキームで考えると、訪問を受けて、面談約

束して、本をもらう約束をするわけですよ、どの

本がいいかと選んで。そもそもこの本がどういう

本なのかというのは分からないですよね。本屋さ

んに行って見るのですかね。そこはどうやって実

際にそういう小さなお子さんをお持ちの方々が選

べるようにしていくのか。つまり、本を選ぶとい

う選択肢だけだと、非常に逆にハードルが高くな

ってしまうような、また興味関心が薄れてしまう

可能性もあるのではないかということを思うので

すが、その辺どうですか。 

○子ども政策課長 本の配布につきましては、一番

初めにつきましては、ぬかが委員おっしゃるとお

り、分からない状況ではございますが、初見のと

きには、本の説明をするとともに、読み聞かせの

説明をして、そういったことを行った上で本を選

択していただくというふうなお話になっておりま

す。 

○ぬかが和子委員 本そのものは、例えば、もうこ

れでスタートするわけだから、ちょっといろいろ

連動して、地域図書館とか、また、保健所健診の

ときとか、これからの訪問事業の中で選べる本と

いうのはこういうものですよというのをお母さん

たちが、また、保護者の方、お父さんたちが直接

見て選べるようなスキームというのをやっぱり考

えていった方がいいのではないかと。つまり、申

し込んでもらうのは、毎月、若しくは１か月、２

か月に１回かもしれないけれども、では次はこの
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 １５  

 

本がいい、この本とこの本とこの本が欲しいとい

うことを保護者の方がイメージを持てるようにす

るということが必要なのではないかと思うのです

が、どうでしょうか。 

○子ども家庭部長 ちょっとすみません、いろいろ

説明が不足してて。実は、この提案があったとき

に、プロポーザル、私もたまたま事務局側として

いたのですけれども、１回目の訪問のときに、た

しかこの本それぞれのどういう本なのかという概

要書みたいなのを作るという提案でした。その概

要書を見て、単なるタイトルだけではなくて、選

べるようにするという提案もあったので、その辺

のところで、どういう本なのかというのが、分か

りやすくするような提案があったということでご

ざいます。 

○ぬかが和子委員 そんなのは、先ほどの答弁でも

伺いました。分かりましたよ。そうではなくて、

概要書を見たって、実際に現物を手に取って、ま

してや知育玩具も入ってるわけですから、そして

確かめられる場というのが、あちこちにあった方

がいいのではないですかって言ってるのですよ。 

○子ども政策課長 本の種類につきましては、中央

図書館、図書館サービスデザイン課と連携してお

りますので、そういった本を事前に例えば図書館

に配置させていただいて、その参考見本を置かせ

ていただくことで、選択の幅を広げていただける

ように対応してまいりたいと思います。 

○ぬかが和子委員 よろしくお願いします。その上

でも、私が一番懸念をするのは、本が欲しいとい

って訪問予約を受けて申し込めるような方にとっ

てはとてもいい制度で歓迎されると思うのだけれ

ども、ポピュレーションアプローチの議論をした

そもそもというのは、出産をして、もうろくに健

診も受けないお母さんもいたり、いろいろな困難

を抱えていて、受けたくても受けられなかったり、

そういうお母さんたちこそ、大変な観点があって、

ＡＳＭＡＰにも引っかからないようなそういう場

合もあり得るという議論から始まったのですよ。

でも、そういう行政にヘルプを出せない人ほど、

やっぱり大変しっかりフォローしていかなければ

いけない。そういう方々に対して、だからそこが、

紙おむつとかミルクをもらえますよということで

訪問を受けるのと本をくださいと訪問受けるので

は違ってくるのではないかと。つまり、本当にそ

ういう経済的にも大変だったり、困難を要する

方々が、本をもらうということで、みんな申し込

むのかというところに非常に疑問と懸念というか、

覚えてしまうのです。 

  ちなみに、こんにちは赤ちゃん訪問の関係で、

前回紹介したように、きかせて子育ての傾聴活動

をボランティアでやっている保健師さんのお話で

いっても、やっぱり本当に訪問活動って大変なの

ですよということを言っていて、訪問して会って

くれるハードルは低ければ低いほどいいのですと

言ってるのです。そういう点で、本をあげるとい

う行為だけだと、やっぱりハードルが高いのでは

ないかと思ってるのです。その辺どうですか。 

○子ども政策課長 ぬかが委員おっしゃるとおり、

本のみで申込みをする方というのは全てではない

というのは認識しております。 

  今回の子育て訪問事業につきましては、本とい

うよりも、お母様、お父様等に会って、そういっ

た相談、困ってることであるとか、そういったも

のの相談を受けるというのが第一になっておりま

す。 

  また、そういったお会いする中で、アンケート

を取らせていただいて、今後の事業展開について

の御意見をいただきたいというふうに思っており

ますので、そういった対応をしてまいりたいとい

うふうに思っております。 
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 １６  

 

○ぬかが和子委員 だから、申し込んで、会って、

アンケートに答えられる人は行政とつながるから

いいのですよ。そうではない人をどう拾うか。ど

うスクーリングではないけれども、やっていくか

というところが非常に重要なのではないかなと。

そういうところに漏れる方がたくさん出てしまう

のではないですかという懸念なのです。どうでし

ょうか。 

○子ども政策課長 大変失礼いたしました。今回の

御自身で申込みをしていただける方については、

もちろん申込みの中で訪問させていただきますが、

訪問の申込みをされてない方というのを抽出する

ことができますので、そういった方々にも訪問を

して、お宅に伺って、お話を伺える機会をつくっ

ていくようになっておりますので、そのように対

応してまいりたいというふうに思っております。 

○ぬかが和子委員 例えば、紙おむつ、粉ミルクで

すと、それそのものがもらえる事業だから、たく

さんの方が申し込むわけですよね。それで、確か

に区の方でも調査に行ってくださって、留守の方

が多かったですと。要は、アポ取ってではなくて

行くから会えないというのも圧倒的に多いという

のも実態だとは思うのだけれども、それでも、家

の様子が分かって、そういう中で気になる方、非

常に懸念するという方については、区側に報告す

るということで、それこそＡＳＭＡＰでも引っか

からないような、そして、だけれども、実は困難

を抱えてる方をそういう中で見付けるというか、

つながることができるというよさがあって、やっ

ぱりそういう側面というのを本当に重視してほし

い。そうしないと、ポピュレーションアプローチ

にならないというふうに思っていますので、その

点、もう一度答弁お願いします。 

○子ども政策課長 ぬかが委員おっしゃるとおり、

行政にお話をしたくてもできない又は行政とつな

がりたくないというふうな方もいらっしゃるかと

思います。そういった方々に寄り添えるように、

訪問の際については、時間帯とか夜とかそういっ

たものを工夫しながら、回らせていただいて、コ

ンタクトの取れない方が出てこないように、全て

の方にコンタクトを取れるように、事業を推進し

ていきたいなというふうに思っております。 

○ぬかが和子委員 是非、そういう点では、私は今

年はこれでスタートするわけだけれども、その状

況を見ながら、やはり紙おむつとか粉ミルクは、

この事業者だって、紙おむつ、粉ミルクを配って

るわけですよ。そういうことも含めて選択肢に入

れて選べると、こっちで決めるのではなくて、行

政が決めるのではなくて、利用者が選べる、そう

いう仕組みに発展させていってほしいということ

を求めまして、質問を終わります。 

○岡安たかし委員 私からも、ちょっとこのオペレ

ーションアプローチについて何点かお聞きします。 

  既に様々な委員からのやり取りもあって、そこ

にも関連しますけれども、１２ページの下の図の

ところにあるとおり、もともとこの議論というの

は、我が公明党も過去には空いちゃうところで、

こういう未就学児の特に要支援世帯を把握するの

はどうするのというのも、本当に何年も前ですけ

れども、ポピュレーションアプローチの議論が出

る前に、そういう話を予算特別委員会、決算特別

委員会でした議員もいたときに、それぞれここに

書いてあるとおり、三、四か月健診、その前には

赤ちゃん訪問、６か月、９か月、次、１歳６か月、

ちゃんとやっていくから、ここに来ない人とか、

そういうところでリスクは把握できるというよう

な答弁だったと記憶してます。ただ、やっぱりこ

こを見ると、１０か月から１８か月というここが、

最大約１０か月間程度空いちゃう、そういう中で、

ポピュレーションアプローチというのは大変有効
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 １７  

 

だろうなという、そういう気がしてます。この１

歳前後というか、１歳の後ぐらいのところをしっ

かり、毎月。本来は毎月という話でしたけれども、

何か２回ぐらい減っちゃって、年間最大１０回に

なっちゃったのですが、それはそれでいいのです

けれども、これから始まるのに、いろいろな委員

からさんざん言われて大変だなって気はしますけ

れども、言うべきこことは言わなければいけない

ので。 

  この中で、例えば、赤ちゃん訪問は、衛生部で

すかね、ここは。やるところが違うにしても、ど

ういうふうにやっていくのか。たしか９８％ぐら

いできてるという認識があるのですが、ほぼほぼ

ちゃんとできてて、そこから連携してこの子育て

家庭訪問に入っていくというのを考えると、さっ

き言ったオンラインで受付、手挙げ方式みたいな。

赤ちゃん訪問でできてたところが、最短２か月後

ぐらいに行く家庭もあるわけではないですか。３

か月目に行ったのが今度５か月目のところで行く。

いちいちそうやってオンラインで受付をしてもら

わないとなかなか難しい。それは相手の都合もあ

りますから。ただ、赤ちゃん訪問のときって、そ

ういうちゃんとできてるというのは、どういうや

り方でそこができてるのか、そのノウハウを受け

継がないのか。衛生部と子ども家庭部との違いと

はいえ。その辺ちょっと教えてください。 

○子ども家庭部長 衛生部は直営でやっておりまし

て、直接やり取りができるので、我々も当初直営

で実はやりたかったのです。保育園が全ての直営

方式で保育士が訪問してやるというふうな形だっ

たのですけれども、なかなか場所の問題とかあり

まして、まず、委託事業者になってしまったので、

委託事業者とやり取りするためにアプリを活用し

てとか、予約の時間とかをやり取りするので、そ

ういうふうになってしまったので、そこはやりな

がらですけれども、私、個人的にというか、この

委員会でも言ってますけれども、直営方式で、で

きれば委託の後、そのノウハウを受けつつ、保育

園の直営方式でやりたいのですけれども、そうい

うものも含めて、ちょっとやりながら考えていき

たいというふうに考えてます。 

○岡安たかし委員 子ども家庭部長がやりたい方向

に行くのを応援できればと思っておりますけれど

も、今回、パソナが開発したアプリでオンライン

で受付する。どういうふうに手紙を★★か何か知

らないけれども、そこに受付しますから、アプリ

を入れて、そこから申し込んでくださいねという

と、手挙げ方式ですよね。なかなか先ほどいろい

ろな委員さんからも出てた、全件訪問にちゃんと

つながるのかという懸念は、間はありますけれど

も、それ一、二か月に１回だから。なかなか来な

い家庭に、もう１回個別にアプローチしたりとあ

るかもしれませんが、その辺の懸念というのは、

もう当然議論したと思うのですけれども、どうい

うふうに解決していこうとしてるのでしょうか。 

○子ども政策課長 岡安委員おっしゃるとおり、ア

プリで申込みをされない方というのは中にらっし

ゃるかと思います。しかし、そういった方々こそ、

我々の会計年度も含めて、丁寧な訪問対応をして

いかないといけないというふうに思っております。

そういったことが、漏れがないような対応を行っ

てまいりたいのですけれども、まず一番初めは、

恐らく訪問になるのかなと。突然の訪問になるの

かなと思いますので、そういった中で、つながり

のない方は、突然の訪問になるかと思いますので、

そういった方には、日程等の調整をしながら伺っ

ていきたいなと、ちょっと日程を変えて、リトラ

イするとか、そういったことを行ってまいりたい

というふうに思っております。 

○岡安たかし委員 ちょっと細かい話だから、ここ
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 １８  

 

で言う話ではないかもしれませんけれども、これ

女性が全部回るということでいいのですか。約４

０人というのは。 

○子ども政策課長 現在、パソナと契約に向けたお

話をしている中で、男女比についてはまだ調整は

してないところなのですけれども、おおむね女性

の方に回っていただく、そういった話になってお

ります。 

○岡安たかし委員 いろいろ懸念がありますね。男

性嫌だという人もいるかもしれないですけれども。

ま、いいや、始まってみないと分からないので。 

  先ほど来、パソナ開発のアプリと、それを足立

区で事業者が変わった場合に引き継ぐというのは

難しいとあったのですけれども、これ、パソナが

全部持っていっちゃう話なのですか。ライセンス

だけパソナが持ってて、それは成果品として開発

したものを足立区に渡す、事業者が変わってもそ

こが利用できる、ただしライセンス料だけ払うと

か、こういう方式なのですかね。 

○子ども政策課長 現在、訪問事業システムという

のは、受託事業者が管理する形になると思うので

す。そちらについては、訪問のシステムなのです

けれども、事業者が変わったときには、新たな事

業者の訪問システムを活用して、住民データにつ

いては区のデータを使う、そういった扱いになる

というふうに認識しております。 

○岡安たかし委員 何かよく分からない。ますます

難しい話だなという感じがしますが、始まってみ

ないと分からないですよ、これも。この議論はし

ばらくこの委員会で続きそうだなという懸念だけ

はしますけれども。分かりました。 

  それで、先ほど来の絵本なのですが、金額入っ

ているのですけれども、金額入りで渡すのですか、

これ。 

○子ども政策課長 利用者の方々には、金額の提示

まではちょっと検討してるところでございます。

実際、本に金額が書いてあるので、そこを潰して

もというところはございます。あえて提示するか

しないかというのは、ちょっと検討させていただ

きます。 

○岡安たかし委員 例えば、こういう定食食べませ

んかといったときに、多分高いものを選ぶのだろ

うなと、普通人は。ただ写真見て、やっぱり当然、

先ほど詳しいのを載せるというところでは、サム

ネイルではないですけれども、写真みたいなもの

を載せれば、この絵本はもう読んだねとか、家に

あるねというのは省いてくるでしょうし、作者と

か、出版社見て選ぶ人もいるでしょうから、これ

はこれで選択肢が多いのは、私は別にいいと思う

のです。これが５冊しかないようでは困っちゃう

と思うのです。むしろ玩具も、もうちょっと増や

してほしいなというぐらいな気持ちがあります。

取りあえず、絵本に関しては、先ほど来の話だと、

絵本をもらうためにみたいなのが重点になっちゃ

っているのですが、そこはあまり強く前に出すと

いうやり方ではないと僕は認識してるのですけれ

ども、どうなのでしょうか。 

○子ども政策課長 岡安委員おっしゃるとおり、本

をお渡しするというのを前面に押し出した事業で

はございません。保護者の方の悩みであるとか、

子どもの育ちであるとか、そういったことに寄り

添ってお話を聞く、そういった機会というふうに

捉えております。 

○岡安たかし委員 その際に絵本もあげますよとい

うことで、よろしくお願いしたいと思います。 

  アプリなのですけれども、先ほど来も連携でき

ないかとあったのですが、一つのアプリができれ

ば、例えば、防災アプリもそうです、そこにこう

いうのを入れられないか、こういうの入れられな

いかといっぱい後から後から出てきて、いや、も
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 １９  

 

う仕組みがこうなっていてできないのですよとか

となるのですけれども、もうある程度子育てアプ

リ、予算もできてるから、開発の設計の大まかな

ものは出来上がっちゃってるのかもしれませんが、

最初にある程度キャパを持ったものを作って、後

から行政の依頼が、後から入れられるものを作ら

ないと、やはりこういう委員会で、あるいは本会

議の場で、様々な議員とか、あるいは町なかでお

母さん方から提案、こうやってくださいとあった

ときに、いや、それはもうこのアプリ上難しいの

です。それで別にアプリ作るんだったら、また２

個、３個となって意味なくなってっちゃうと思う

のです。最初からある程度のキャパを持たせた方

がいいと思うのですけれども、この点の考えはど

うでしょうか。 

○子ども政策課長 岡安委員おっしゃるとおり、ア

プリがいろいろあるということは、利用者にとっ

て不便な状況であるというふうなことは認識して

おります。 

  アプリの事業者自体が複数に及んだ場合は、な

かなか統合というのは難しいかと思いますが、今

後、そういった機会があれば、アプリの幅を広げ

て、いろいろ多様化ができるようなアプリの導入

等を検討してまいりたいというふうに思っており

ます。 

○岡安たかし委員 是非お願いします。できるはず

ですよ。最初にガチガチで、もうここからメニュ

ーは増やせませんみたいものを作っちゃうと駄目

でしょうけれどもね。実際そういういろいろなア

プリがある中で、そういうやり方でやってる自治

体もあるわけですよ、全国的には。後から後から

いろいろなものを入れ込んで、大きく大きくなっ

ていってるという、そういう、あまりにもいろい

ろなことありすぎると、また分かりづらくなるの

ですけれども、よろしくお願いしたいと思うので

す。 

  今、電子母子手帳というのは、ちょっと部が違

うのですけれども、分からないので、どうなって

ますでしょうか。 

○保健予防課長 電子母子手帳ですけれども、将来、

国が実施する予定ではございますけれども、区の

中では、なかなかまだシステム標準化とかいろい

ろな問題を抱えていて、そこまで先には進んでな

いところでございます。国の基準に合わせて実施

してまいりたいと思います。 

○岡安たかし委員 国はそんな直近でやるというの

を示してるのでしょうか。 

○保健予防課長 まだ直近でいつからというのは示

しておりません。 

○衛生部長 数年後に実施するという話は聞いてい

て、今中身なども検討はされています。ですので、

今この段階で、区で電子母子手帳を作ってしまう

よりは、もう何年か後には国の方でそれを示して

いただけますので、そこに合わせて作りたい、作

りたいというか、その仕組みに乗りたい。この仕

組みに乗ることで、転居しても日本全国使えるよ

うになりますので、今の母子手帳と同じ扱いにな

りますので、それを待ちたいと考えております。 

○岡安たかし委員 例えばですけれども、２０２８

年にとか示されてるとそうなのでしょうけれども、

結構そういうのがあやふやのときは時間が掛かる

のかなという懸念もあるのです。もっと早いかも

しれないですけれども、仮に１０年後だと、１０

年間ないわけですよ。ある程度できるときに、区

の方でやってもいいのではないかなと、私、気が

してるのです。その中に、この子育てアプリ、支

援アプリの中に、母子手帳機能を入れられれば、

さっき言った、広げるのもあるけれども、逆にそ

こも削除できると、もし国の方があれば。あるい

は、国の方のそれをこっちに入れるとか、こうい
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うのもできると思うので、是非ちょっと前向きに、

また電子母子手帳に関しては、リトルベビーブッ

クの機能も入れ込んだような、そういうのをでき

ればなと思っているので、よろしくお願いしたい

と思っているのです。 

  最後にします。１２ページに戻るのですけれど

も、課題のある家庭への支援ということで、こど

も家庭相談課、ここはちょっとそこにも連携しな

がらの矢印になって、課題のある家庭への支援、

右側は、ちょうどこのポピュレーションアプロー

チの終わりの方に矢印が付いて、つなぎという形

になるのでしょうけれども、要は、要支援世帯は

継続していくという理解でいいのですよね。要す

るに、１歳５か月、４か月で終わらない、ずっと

継続していくという理解でよろしいのでしょうか。 

○こども家庭相談課長 岡安委員おっしゃるとおり、

要支援家庭ということで、引き続き、私どもの方

が支援を行ってまいりたいと考えております。 

○岡安たかし委員 この場合、別部署で使ってる、

つなぐシートみたいのがあって、ずっとそれでや

っていくのでしょうか。 

○こども家庭相談課長 こども家庭センター、１０

月に設置いたしますが、そちらサポートプランと

いうのを新たに設けることになっておりまして、

そういったツールなども確認しながら、支援の方、

続けてまいりたいと思います。それがつなぐシー

トの代わりになるかと、現在のところ考えており

ます。 

○岡安たかし委員 そうすると、こんにちは赤ちゃ

ん訪問のときからサポートプランという計画書み

たいなやつでしょうか、そういうものがずっと赤

ちゃん訪問ときからずっとつながっていくという

イメージでよろしいのでしょうか。 

○こども家庭相談課長 サポートプランにつきまし

ては、こども家庭センターの機能設置に伴って新

しく取り組むものでございまして、サポートプラ

ンは、妊産婦の方、だから妊産婦支援の方から、

もう既に作成することができますので、引き続き

継続して使っていくとお考えをいただければと思

います。 

○岡安たかし委員 分かりました。 

○太田せいいち委員長 ほかに質疑は。 

○佐藤あい委員 様々質問等ありましたので、ちょ

っと絞って伺えればと思っております。 

  まず、訪問の事業に関しては、とても重要な取

組だなと受け止めておりまして、まず、始まると

いうことで、今後が期待をされるものであります。 

  最大１０回の訪問というふうになったというこ

となのですが、支援が必要な困難家庭という場合

に、一、二か月というのは、間隔、空きすぎるか

なという心配もあるのですけれども、この支援の

必要性が高いという場合には、柔軟に詰めて訪問

ができるとか、回数の調整ができるというような

対応は可能なのか伺えればと思います。 

○子ども政策課長 一、二か月に１回というふうな

お話を申し上げましたが、１年で大体１０回程度

というふうにしてまいりたいと思います。 

  また、困難家庭等につきましては、こども家庭

相談課に引き継いで、それとは別の回数での対応

になるかと思いますので、２か月空くというのは

ないかというふうに思っております。 

○佐藤あい委員 承知いたしました。ありがとうご

ざいます。 

  また、心配な困難家庭に関しては、直営の方で

対応というお話がありましたが、例えば最初はパ

ソナの方で対応していたけれども、途中で直営の

区の職員が伺うようになることもあるということ

なのでしょうか。 

○子ども政策課長 その状況に応じてなのですけれ

ども、どうしてもパソナの方で対応できないとい
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うことであれば、契約等の変更を行った上で、区

が対応するということも考えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。先ほど岡

安委員からもありましたように、妊産婦の頃から

のサポートプランですか、そちらなどできちんと

連携をしていただいて、やはりこういった訪問事

業だったり相談の段階で、職員だったり担当者が

変わるごとに、また同じこと聞かれてるとか、ま

た同じ話をしなきゃいけないのかというのはかな

りのストレスになってきますので、そういったこ

とがやはりないように、きちんとこの引き継ぎと

いうことを通してやっていただきたいなと思うの

ですが、そのあたりいかがでしょうか。 

○子ども政策課長 ４０名程度のフルタイムであれ

ば、人数がいらっしゃいます。その申込みによっ

ては、やはり担当が変わることも想定されます。

そういったときに、引き継ぎがちゃんとできるよ

うに、タブレット等での対策というのを取って、

同じことをなるべく聞かないように、寄り添える

ような体制を取っていきたいなというふうに思っ

ております。 

○佐藤あい委員 是非お願いいたします。 

  また、お申込みをまずはしていただかなきゃい

けないという中で、どれだけ訪問の申込みをして

いただくかという中で、こんにちは赤ちゃん訪問

のときというのは、予約を取っていないと、お電

話が来たという印象があるのですけれども、そう

いった電話でのアクションというのは行われない

のでしょうか。 

○子ども政策課長 大変申し訳ございません。電話

の情報というのが区の方にございませんので、例

えば、１度、やっぱり訪問してお会いすることが

大事だなというふうに思ってます。そこがスター

トになるのかなと思いますので、引き続き対応を

する、そういった対応をしていきたいというふう

に思っております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。申込みし

てくれない場合に、直接ノーアポで訪問みたいな

お話もあったと思うのですが、それはなかなか効

率が悪いなという中で、赤ちゃん訪問の時点では、

申込みのときに電話番号を書く欄があったのかな

と思いまして、それで電話が来たなというふうに

覚えがあるのです。そういったものの情報という

のが、きちんと引き継ぐということを事前にお伝

えする必要がもちろんあるので、個人情報のもの

ですので。そこは丁寧にする必要がありますけれ

ども、電話というのも一つの方法かなとは思うの

ですが、いかがでしょうか。 

○子ども政策課長 電話というツールもそうなので

すけれども、実は、勧奨通知ということで、通知

をさせていただいて、そこを皮切りに、接点を持

つということも考えておりますので、そのような

対応をしてまいりたいというふうに思っておりま

す。 

○佐藤あい委員 すみません。その勧奨通知という

のは具体的にどういったものになるのでしょうか。 

○子ども政策課長 事業がスタートして、連絡がな

い方、登録がない方に対して勧奨通知を出して、

その勧奨通知で連絡をいただくというふうな体制

になっております。 

○佐藤あい委員 それは書面のということですかね。 

○子ども政策課長 佐藤委員おっしゃるとおりです。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。手紙が来

たら、そういった申し込まない方が申し込んでく

れるのかなというのもちょっとどうだろうという

部分もあるのですけれども、やはり会えないこと

にはというところがあると思いますので、いかに

アポを取ってお会いをしていくかというところと

ともに、やはりこの制度自体のメリットの周知と

いいますか、本がもらえるとかという部分だけで
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はなくて、やはり子育てをしている中で、まず大

人の話が、通じる人と話せるということでもすご

くストレスが解消されるとか、様々あると思いま

すし、具体的な相談ができるというのも、プラス

になると思いますので、また様々な子育ての情報

だったりとかというのも教えてもらえるだとか、

そういったところをきちんと伝えていく必要があ

るかなと思いますが、その点いかがでしょうか。 

○子ども政策課長 先日行いました夏の居場所につ

いて、子育ての相談ブースを設けております。２

日間で、９名、９名の１８名の方が、相談を狙っ

てきていただいたといったところもあります。ニ

ーズがあるというのが分かっておりますので、そ

ういったところも含めて、対応してまいりたいと

いうふうに思っております。 

○佐藤あい委員 承知いたしました。お願いいたし

ます。 

  あと、またアプリの点も少し伺わせていただき

たいと思います。 

  プッシュ通知での情報提供が可能になってくる

ということで楽しみにしているのですけれども、

このアプリなのですが、こちらで例えば、今後、

訪問の履歴とか家庭情報の簡易記録みたいなこと

ができる相談履歴みたいなのができる機能という

のは、検討というのは難しいのでしょうか。 

○子ども政策課長 新たに１０月から設置するアプ

リについては、その訪問履歴を掲載するような機

能はたしか搭載はしてなかったというふうに認識

しております。 

○子ども家庭部長 多分、これ保護者自身が書く欄

があるはずなのですよ。そこに御自身で入れてい

ただくことはできるかなと思いますが、事業者が

個々の保護者のアプリに入って何か継続するとか

というのはなかなか難しいのかなというふうに考

えております。 

○佐藤あい委員 承知いたしました。できれば、本

当は支援員さんの備忘録みたいなものが残るよう

な記録ができるといいのかなと思った次第であり

ますので、何か策がないかなというのは、私自身

もちょっと検討したいなとは思うのですけれども、

もし補足があれば伺えれば。 

○太田せいいち委員長 何か補足ございますか。 

［発言する者あり］ 

○佐藤あい委員 大丈夫です。そのまま続けてよろ

しいですか。申し訳ありません。 

  あと、このアプリなのですけれども、家族が複

数人で同じアプリ、この同じお子さんの件で共有

ができるみたいな仕様にはなるのでしょうか。 

○子ども政策課長 アプリにつきましては、個人登

録ができますので、共有することは可能になって

おります。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。では、複

数の家族、お父さん、お母さん、あるいはおじい

ちゃん、おばあちゃんとかも、お子さんの情報、

一緒に共有ができるよという認識でよろしいので

しょうか。 

○子ども政策課長 複数といいましても、多人数と

いうことはちょっとできないシステムなってると

思われます。 

○佐藤あい委員 承知いたしました。子育てアプリ

というと、結構家族間、複数の家族で情報を共有

するというイメージが私自身はあったもので、そ

ういったものができるようなアップデートができ

るのであれば、是非お願いをしたいなというふう

に考えているのですけれども、あとは、その対象

のお子さんが複数にいた場合のその兄弟の切替え

とかがスムーズにストレスなくできるのかとか、

そういった点はいかがでしょうか。 

○子ども政策課長 そちらの内容につきましては、

申し訳ございません、ちょっと把握しておりませ
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んので、ちょっと回答は難しい状況でございます。 

○佐藤あい委員 承知いたしました。やはり複数の

兄弟がいたりとかというところでも、スムーズに

使えるというのもすごく重要な点になってくると

思いますので、そのあたり、きちんと確認をいた

だきたいことと、是非家族の共有というのができ

るような、これからまだできる余地があるようで

あれば、１０月に間に合わなくても、検討をいた

だきたいなと思っております。 

  また、訪問の中で、このアプリ登録してねとい

うような話もしていただくのかなとは思うのです

けれども、その際に、是非、言語の問題でもある

と思いますし、スマホリテラシーとかそういった

状況もヒアリングというのをしていっていただけ

ればと思いますが、最後、いかがでしょうか。 

○子ども政策課長 情報リテラシーも含めて、利用

者の方々には、そういったものを丁寧に説明しな

がら、拡大を図ってまいりたいというふうに思っ

ております。 

○太田せいいち委員長 ほかに質疑は。 

○いいくら昭二委員 私も２点ほどお伺いさせてく

ださい。 

  先ほど議論があったのですけれども、１０月か

らスタートするということで、これはやはり委託

契約という部分の中で、ある程度、先ほどうちの

岡安委員の方からの話もあったし、このライセン

ス数の部分というのは、本来は１０月スタートす

る前にしっかりと決めておかないと、後でまたこ

れ最長１年更新ということで延長、ですから２年

がマックスになるということで、通常は業務委託

になるわけですから、次の業者に例えば移った場

合には、同じような形でやはりやっていただかな

くちゃいけないということは、ノウハウというの

は、そこら辺のところ、お互いの契約になってく

るのですけれども、１０月、９月中までにそれを

しっかりと決めておかなかったら、やりながら考

えて、これは残してくださいというのはなかなか

相手が民間企業からいった場合は、それは難しい

話になると思うのですけれども、せっかく４億円

も出してやっていただくのであるならば、しっか

りとした形で。これ、足立区民の子どものために

なるわけですから、その点についてもう少し曖昧

ではなくて、しっかりとした契約に基づいてやっ

ていかなくちゃいけないと思ってるのですけれど

もどうですか。 

○子ども政策課長 現在、先ほども答弁差し上げた

ように、事業者との契約に向けて、仕様書の検討

をしているところでございます。いいくら委員お

っしゃるとおり、始まってから契約というのはあ

り得ませんので、その前に、早い段階で、契約で

きるように対応してまいりたいというふうという

ふうに思っております。 

○いいくら昭二委員 ちょっと御答弁が、先ほどか

ら聞いてると、大丈夫かなという部分があったも

のですから、部長は、その点に関しては、契約に

関して、やはり部の責任としてしっかりやってい

かなくちゃいけない。後でまた問題が起こった場

合にまた困るななんて思って。どうですか。 

○子ども家庭部長 これから契約をしますので、当

然１０月前に契約が終わりますので、ライセンス

のところとか、あと引き継ぎのところ、事業者が

変わった場合は、引き継ぎはこうするんだよとか

というのは、当然、仕様書の契約書の中に入って

きますので、そこはしっかりと確認させていただ

きたいと思います。詳細はちょっと私も把握して

ないのですけれども、そこは見ていきたいという

ふうに考えております。 

○いいくら昭二委員 是非、区民の子どもたちにと

っていいことはしっかりとまたつないでいくとい

うことを前提で、また、うまくない、他の区でよ
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くても、足立区ではよくない部分に関しては、ま

た転換してくという形をお願いしたいと思います。 

  それで、この今回の契約の中で、３者でなって、

１８ページに出ているのですけれども、１次と２

次ということで、ここにも注意書きでは出ている

のですけれども、１次では、Ａ社の方が大分点数

がよくて、２次なのですけれど、パソナさんが勝

ってるのですけれども、よく見ると、１次の方で

は、全てがＡ社が勝ってるのです。２次の方では、

パソナの方が勝ってるという部分、もっと言うと、

Ｃ社もＡ社より勝っている話になっているのです

けれど、これ、当然、１次の部分は２次には引き

継がないということが出てるからあれなのですけ

れども、総合点数で見ると、１次の総合でいうと、

Ａ社が一番高いのですよね。高いのですよ、一番。

この部分において、このＡ社や、２次は★★重要

というのは分かるのですけれども、この１次の主

な眼目を見ると、例えば財務状態とか、経営状況

ということが主眼に置かれてる部分で、多分、こ

この会社、もしかすると、２次で点数が評価が低

かったということは、もしかすると、新たな業務

について拡大してこうというそういう思いがあっ

たのかななんていうそんな気もするのですけれど

も、この部分に対しては、結果としてパソナさん

が総合の点数で８５９点ということでなっている

のです。２次では４３９点で、Ａ社よりは強いの

ですけれども、このＡ社に対しては、せっかくト

ライしてくれてやっていただいた中において、区

としてはどのような形で、せっかくこのような形

で、財務★★がいいということで評価もされてい

るし、今後の展開において、是非ともまたこうい

うところにトライしていただきたいなという私自

身ちょっと思ったものですから、さっきのもう一

度、第１次では、Ａ社の方が全てに勝ってるとい

う部分において、その点については、何らかの、

また今後、区としても考えていかなくてけない点

もあるのではないのかなあなんてちょっと思った

のですけれども、これ部長どうですかね。 

○子ども家庭部長 １次審査は書類審査なので、こ

ういう委員の方々がこういう点を付けたのですけ

れども、実は２次審査で、たしかＡ社は家庭訪問

が１０分ぐらいの提案だったのです。１０分で読

み聞かせとかできるのみたいな質問とか、ちょっ

とイメージが悪かったのかな。実際はどのぐらい

訪問できるのか分からないのですけれども、特に

パソナの方は、その家庭訪問の時間を長く取って、

相談をよく聞くという姿勢が評価されたのかなと

思ったので、そこでちょっと書類審査等を逆転し

てしまったのかなという考えでございます。 

○いいくら昭二委員 分かりました。であるならば、

そういうことも、Ａ社さんの方にも、今後トライ

する場合には、その家庭訪問とかということも、

そういうのをお伝えしていっていただいて、より

このＡ社もまた最長でも３年目はまたこれトライ

することができる話になるわけですから、是非、

いろいろな企業、いろいろな委員会でもなかなか

トライする企業が少なくなってるとかという部分

ある中で、やはりこういう企業にもどんどん参加

していただいて、切磋琢磨していっていただいた

方が、足立区民にとっていいのかななんて私は思

うのですけれども、部長どうですか。 

○子ども家庭部長 このＡ社も全国的な企業で、い

ろいろなことやってる事業者でしたので、引き続

き、当然、結果、こういう結果でしたよというの

を伝えておりますし、今後何かの機会に声を掛け

ることがあるかもしれませんので、引き続き検討

してまいりたいと思います。 

○太田せいいち委員長 ほかに質疑。 

○髙橋まゆみ委員 私、一般質問の方で、最初、お

むつの定期便というものをやってた、質問したの
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ですけれども、この訪問のことを聞いたときに、

すごく喜んだのです。やっぱり訪問していただく

ということは、ただ相談だけではなくて、虐待防

止ということにもつながっていくのだろうなと思

って、すごく喜んだのですけれども、聞けば聞く

ほど、何かどんどん離れていってるのですよ。相

談をさせたいのに、ただ本当に、先ほどもおっし

ゃってましたけれども、本を届けるというところ

に★★が行っちゃったり、予約するのも、本当は

その健診のときに次の予約をさせればいいだけの

話で、近くなったらメールを出すとか、ＬＩＮＥ

を出すとか、そういったことでできることが今度

できないとか、最初に聞いたものというのは、プ

ロフェッショナルな、外部委託の方は、プロフェ

ッショナルなので、その方に付いていって、その

ノウハウを教えてもらうんだみたいな話だったの

ですよ、最初の御説明では。それがどんどんと変

わって、たった区の職員というのは６名しかいな

いって。２年ごとにこのプロポーザルで業者委託

をしていくというところで考えると、相談を、こ

ろころ変わる人たちに、果たしてできるのかなと

いう大本のところ、訪問を何でしていくかといっ

たら、やっぱりそのおうちに同じような方がいて、

今月はどうですかというたわいもない話ができる

関係になるから相談ができるのだと思うのですよ。

それが、２年ごとに今度業者も変わる、人も変わ

る、これでは元も子もないと思うのですけれども、

そのあたりは全然話は出ないのですか。何か外部

委託がもう前面、もう外部委託をしたくてこの事

業を始めたいのかなと見えるのですけれども、い

かがですか。 

○子ども家庭部長 外部委託はしたくないのです。

もともと直営でやりたかった、さっきも答弁させ

ていただきましたけれども。保育園を拠点にして、

直営の職員が回れるのがベストかなと思ってまし

て、ただそれがなかなか本当にその現場の負担感

とか、すぐにはできなかったのです。その意味で、

ミックスという形でちょっと外部委託の方の割合

が多くなってしまいましたけれども、そういう形

になってしまったと。当然何年かに１回はそうい

う事業者が変わってしまうこともあるかもしれま

せんが、基本的に、これは、１０回、大体１年半

ぐらいのスパンで変わっていくので、そこの中は

基本的には人が変わらないような想定をしており

ますので、事業者が変わっても、その途中で、５

回行って人が変わって事業者が変わってというこ

とはないのかなというふうに考えております。 

○髙橋まゆみ委員 ありがとうございます。やっぱ

り相談しやすい環境をつくっていかないと、悩み

を抱えてる人たちというのは、よっぽどの信頼関

係がないと人に話さないと思うのですよね。なの

で、そこは本当に気を付けていかなきゃいけない

ところで、外部委託をどんどん減らせるように、

もう最初にお話しされてた、そのノウハウだけを

抜いていくといいますか、足立区として、ずっと

見て、あなたに寄り添ってるんだよというところ

を、政策としていただきたいというところです。

この相談というのも、ただ言って終わりではなく

て、その人に相談するだけではなくて、例えばそ

の本を介してシェアができるような、そういう何

かイベント的なものとか、そういったものをする

ことによって、お友達をつくらせるような関係と

か、そういったものを提案していけるような形に

すれば、その人がいなくなったとしても、今度友

達が、横のつながりが、今本当にないと思うので、

ちょっとしたことなのでしょうけれども、お友達

をつくれば、相談、虐待にもつながっていかない

というところで、そのようにしていっていただき

たいなと思うのですが、いかがでしょうか。 

○子ども政策課長 今回の訪問事業の訪問員の方々
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にも、新たなアプリ等をダウンロードすることに

よって、区から、イベント等のプッシュ通知等も

差し上げることができます。学齢に応じた、エリ

アに応じたプッシュ通知もすることができますの

で、そういったイベントごとをお伝えできる機会

を多く設けていきたいというふうに思っておりま

す。 

○髙橋まゆみ委員 ありがとうございます。そのア

プリも、ただ情報が抜かれるだけにならないよう

に、ここに書いてありましたけれども、詳細なこ

とを入れるような形になっちゃうではないですか。

どこかに書いてあった。自分の悩みだったり、注

射、ワクチンもそうですけれども、何日にもう打

ったとか、個人情報が満載のところになりますか

ら、先ほども懸念されてましたので、そのあたり

はしっかり詰めてから、この事業を始めていただ

きたいと思います。 

  以上です。 

○太田せいいち委員長 ほかに質疑は。 

○土屋のりこ委員 この陳情、もともとはフィンラ

ンドのネウボラのような支援をというところから

始まって、この１０月から、いよいよポピュレー

ションアプローチ第１弾ということで、足立区で

も始まっていくのですけれども、育児相談、これ

まで皆様、ほかの委員の皆様からも言われてたよ

うに、育児相談と何かしらの配布と、絵本配布と

いう二つがセットになっていて、まず育児相談の

部分がオペレーションとしての根幹になっていく

のだろうと思うのですけれども、以前、予算か決

算かの委員会でも質問したことがあるのですが、

訪問するときに、月齢に応じた育児知識を提供す

るということが必要ではないかと。一番最初、母

子手帳とかもらうときに、保健所でいろいろな冊

子をもらうのですけれども、何とかバッグでした

っけ、その中に離乳食どうのこうのといっぱい書

いてあっても、結局子どもが生まれてしまうと、

もうそういう紙媒体、全部捨てられちゃったり大

切にしまわれちゃったりして、必要なときにそう

いった情報がないというところで、やっぱりこの

初めて第１子が生まれたゼロ歳のちょうど１歳に

なるところのあたりが大変だというところで、そ

うしたポピュレーションアプローチをするに当た

って、育児知識をどう提供するのかということを

聞いたら、当時の担当課長は、何かしらの提供す

るもの、以前明石市で配られているという月齢に

応じた育児知識の提供であったりとか、そういっ

たプリントであったりとか、そういったものの配

布というのは可能ではないか、できるかと思いま

すみたいな答弁をされていたのですけれども、こ

れ、いよいよ始まるに当たって、そういったその

月齢に応じた育児知識の提供という部分について

は、どういうふうな検討はされてるでしょうか。 

○子ども政策課長 月齢に応じた育児知識の提供に

つきましては、先ほどの答弁と重複してしまうと

ころがございますが、新たにアプリが導入された

際には、その年齢とか、そのエリアに応じた状況

を提供することが可能になっております。例えば、

今回、季節に応じて注意すること、あと保健師で

あるとか栄養士であるとか、そういった知識を月

に何回か提供することが可能になっております。

衛生部とも協力して、そういった情報を提供でき

るようにしておりますので、その対応が可能かと

思います。 

○土屋のりこ委員 アプリではなくて、この訪問事

業においてどうやるかということを聞いてるので

す。その点どうですか。 

○子ども政策課長 大変失礼いたしました。アプリ

ではなくて、紙で提供することが可能ですので、

そういった対応もしてまいりたいというふうに思

っております。 
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○土屋のりこ委員 本当に考えて答弁されてるのか

なと思うのですけれども、本当にちゃんとこの訪

問事業で本を渡します、読み聞かせします、相談

しますだけではなく、その方の月齢に応じた５か

月、６か月、７か月、８か月、１歳に応じた、こ

の時期はこういう離乳食だったらこうですよ、始

めていきましょうねとか、睡眠どうですよとか、

夜泣きがちょっと増える時期ですよだったりとか、

そういったこともきちんと何かしらのアウトプッ

トをされたものとして配布されるということでい

いのでしょうか。確認しておきます。 

○子ども政策課長 土屋委員おっしゃるとおりでご

ざいます。 

○土屋のりこ委員 今の段階で準備されていないよ

うなので、大丈夫かなと思うのですけれども、是

非頑張っていただきたいと思います。 

  それはそれで、会派としても、この夏休み、三

島市に視察に行ってきまして、三島市は、全妊産

婦に担当保健師を配置するということで、それが

三島市としてのポピュレーションアプローチ策と

いうことで取り組まれているところでした。それ

によって、困ったときにすぐ相談できる体制が取

れるということで、特定妊婦、養育困難家庭が減

ったというふうな数値としてのポピュレーション

アプローチの事業の成果に表れているということ

が言われていたのですけれども、問題が大きくな

る前につながって相談に持っていくということが

必要だということでおっしゃっておられたのが印

象的でした。 

  当区としても、そういった事業評価の基準を持

つことが必要かと思いますが、まだ始まってもい

ない段階であれですけれども、そうした特定妊産

婦、養育困難家庭が、このポピュレーション行う

ことによって、より小さな問題の目から摘むとい

うか、解決につなげられることができるとか、そ

ういったその評価の基準としても、どういうふう

なことを考えておられるでしょうか。 

○子ども政策課長 まず、評価の詳細まではまだ検

討をする前の段階ではございますが、もし評価す

るとなれば、まずは家庭訪問がどれだけ訪問した

かというところがまず第１ということになってお

ります。その中で、必要に応じて、詳細な評価と

いうのを基準を設けてまいりたいというふうに思

っております。 

○土屋のりこ委員 是非よろしくお願いします。以

前の私の代表質問でも、明石市のように、九十

何％という高い事業実施率というか、目指して頑

張りますということで答弁いただいてたと思いま

すので、まずは実施率というか利用率が１００％

近くなるようにということで頑張っていただけた

らと思います。 

  それと、配布するものが絵本なのかおむつなの

かミルクなのかということで、私も明石市に行っ

てきて、やっぱり自分がもらうのなら、ミルクか

おむつがいいなと思うのですけれども、ただその

絵本というところも大事だなということもこの間

感じて、今ちょうどうちの子、２歳１１か月で絵

本を読んでたのですけれども、最近は動画ばかり

見て、チャレンジのアプリを入れちゃったら、も

うしまじろう、じまじろう、しまじろうみたいな

感じで、もうとにかく見たがって大変なのですけ

れども、ちょうど私にとっていいことに、テレビ

入れていたアプリが壊れちゃったのです。付かな

くなっちゃって、子どもとしては、何をやって見

えなくなっちゃった。親としてはしめしめと思っ

てたのですけれども、それで子どもがどうしたか

というと、ちゃんと絵本、積読してた絵本を持っ

てきて、読んで読んで読んで読んでということで、

やっぱり、小さいうちから読書習慣を付けておく

と、ＹｏｕＴｕｂｅとか動画ということと、本を
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読むということと、両方を大事になっていくとい

うか、子どもの中にきちんとそれぞれ育っていく

のかなということを感じました。 

  いろいろ幼稚園の親御さんとかでも、動画、ど

うしてもワンオペでどうしようもないときとか、

動画、ＹｏｕＴｕｂｅ見せて、その間に御飯作る

とかせざるを得ないときが絶対あるのですけれど

も、でもそうではなく、子どもにＹｏｕＴｕｂｅ

とか動画、スマホ依存させないための工夫という

ことで、この時期からの絵本を通した読書習慣と

いうことで、大切に、１０冊も本をもらえたら、

１０か月も１年間を通してそういう習慣、親子に、

子どもにも親にとっても付くかと思いますので、

そういったあたりで、子どもの読書習慣というこ

とで、親御さんに対しても意識的に働きかけをお

願いしたいなと思いますが、いかがでしょうか。 

○子ども政策課長 土屋委員おっしゃるとおり、小

さいうちから絵本に触れて字を覚える、絵本につ

いては楽しいというふうに思える、そういった機

会というのを提供するのは非常に重要だと思って

おります。こういった機会がないと、例えば、本

を買わない方も、中にらっしゃると思います。そ

ういった方が、こういった機会に手に入れること

ができる、そういった事業というのをできれば続

けていきたいというふうに思いますが、皆様のい

ろいろな御意見がございますので、様々な対策を

考えながら、進めてまいりたいというふうに思っ

ております。 

○土屋のりこ委員 先ほど髙橋委員からもありまし

たが、絵本を通した集団化、仲間づくりであった

りとか、この前、夏の遊び場を実施されたときに、

テントの中で本を読んでとかいうことで、パンど

ろぼうに関連したぬいぐるみがあったり、クッシ

ョンがあったり、ミャクミャクみたいなやつもあ

ったりとかというふうな非日常の中で絵本を親子

で読んだり、読み聞かせを聞いたりというのがあ

りまして、すごくうちの子どもも気に入って、な

かなか中から出てくれなかったのですけれども、

例えば、ここの保健所でもいいかもしれませんけ

れども、そういった健診であったり何か集まるよ

うなイベントのときとかの機会をとらまえて、テ

ントでみんなで本を読むとか、非日常的な空間の

中で、ちょっと親子で本を読めたりとか、そうい

ったイベントも併せてやっていくことで、少しそ

のおうちの中で単に読むだけではなく、楽しめる

ような、足立区としてもまちの中で本と触れ合え

るような環境づくりもできていくのかなと思いま

すが、そういったそのイベント、図書館のイベン

トではない、図書館から外に出たところでのイベ

ントというのが、やっぱりいいなというところも

思いますので、そういったイベントも併せて是非

開催していただければと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○子ども政策課長 今年の先週に行わせていただい

た夏の遊び場につきましては、テントの中の絵本

読みも、あと読み聞かせ、読み語り、そういった

ところも、大変人気がございました。土屋委員お

っしゃるとおり、テントの中からなかなか出ずに、

定員１０名ぐらいだったのですけれども、ずっと

常に人がいっぱい入っている、そういった状況も

考えられます。 

  今回、試験的に事業を実施させていただきまし

たが、今現在、アンケートを当日取っております

ので、そういったアンケートをまとめて、今後ど

のような対策がいいのか、時間であったり、期日

であったり、場所であったり、その内容であった

り、そういったものを検討してまいりたいという

ふうに思っております。 

○土屋のりこ委員 庁舎の１階のところも、アトリ

ウムも結構空いてるときとか、テントを立ててお
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いたらいいのではないかと思うのですけれども、

いろいろな方が楽しめるし、順番待ってる間、そ

こでちょっと親子でとかいうこともできるかと思

うのですが、それはそれとして是非検討いただき

たいということとポピュレーションアプローチと

しては、これで１歳６か月まではつながったとい

うか、そこで始まるということなのですが、フィ

ンランドのネウボラでは、未就学まで、小学校入

るまで、三島市でも言われてたのが、小学生にな

っても、１年生とかになって、学校入って、ちょ

っと問題に直面したときに、担当保健師さんのと

こに来て、こんなことに困ってるというふうな相

談があるとか、そういう形で、困ったときには相

談していいんだというふうなところで、もう少し

その１歳６か月から次は小学校入るまでの間に対

しては、ではどうしていくのかということをこれ

から考えたいなと思っているのですけれども、今

後の新たに実施する子育て支援事業以外のところ

とか、もうちょっと違う年齢に対してのポピュレ

ーションアプローチ策ということでは、区の考え

はいかがでしょうか。 

○子ども政策課長 現在につきましては、今回始ま

るポピュレーションアプローチに全力を尽くした

いなというふうに思っているところでございます。

今後のそれ以外の学齢に応じたポピュレーション

アプローチにつきましては、事業の実施状況を見

ながら、どういった対策ができるかというのを考

えさせていただければというふうに思っておりま

す。 

○太田せいいち委員長 その他質疑。 

○富田けんたろう委員 ごめんなさい。１点だけ。

皆さんの質疑をちょっと聞いていて確認なのです

けれども、全家庭訪問に関して、訪問予約をして

いない家庭をどうやって抽出していくのか、この

あたりちょっとまず確認したいと思います。 

○子ども政策課長 訪問予約につきましては、予約

状況というのが分かりますので、それを予約して

ない方々に、はがきにおいて勧奨通知を差し上げ

るというふうな形を取りたいというふうに思って

ます。 

○富田けんたろう委員 ただ、予約をするためには、

パソナのアプリをダウンロードしなければならな

いという認識で合ってますか。 

○子ども政策課長 富田委員おっしゃるとおり、ダ

ウンロードをしなければいけないのですけれども、

ダウンロードしなかった方というのを抽出するこ

とが可能だと思いますので、そちらの方で勧奨を

図ってまいりたいというふうにます。 

○富田けんたろう委員 それをどうやってやるので

すかということがちょっと気になってるのです。

すみません。 

○子ども政策課長 全体の人数に対して、アプリの

ダウンロードをしてない方というのがいらっしゃ

ると思いますので、それの差分を抽出して、その

方々に勧奨はがきを送らせていただくという形に

なります。 

○富田けんたろう委員 やっぱりちょっとまだ煮詰

まってないのかなというような印象を受けていま

す。勧奨通知というものも、やっぱり来たらこれ

督促状か何かだと思うわけではないですか。実際、

中を開いてみたら、要は、パソナのアプリをダウ

ンロードして登録して予約をしてねという内容な

のだと思いますけれども、ただ、あまりにもこの

状況だと、本当にこれ１０月から始まるのかなと。

ちょっと懸念を今感じざるを得ないのですけれど

も、何かこの懸念に対して答弁いただきたいので

すけれども。 

○副区長 すみません、私の方で、区の個人情報審

議させる評価委員会の方に出てる資料を確認をし

ておりますけれども、基本的には、パソナの方が
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持っているシステムを利用させてもらう、区の方

から、その登録対象となる児童の情報を業者の方

に渡して、業者からその対象者に対して、この案

内を含んだチラシを郵送する、それで、そこに専

用サイトのアクセス、アプリのダウンロードでは

なくて、専用サイトのアクセス先が書いてあって、

そこにアクセスすることで予約ができる。予約が

ない方に対しては、再度事業者の方から、対象者

の情報を持ってますので、この方から、例えば、

勝田から予約されてないから、勝田さんにもう一

度勧奨のチラシを送るというような手続というふ

うに把握しております。 

○富田けんたろう委員 そうなると、極論、パソナ

のアプリをダウンロードしなくても、この事業は

成立するのではないかなと思ったのですけれども、

どうなのでしょう。 

○副区長 基本的には、私が見てる資料では、アプ

リのダウンロードはなくて、専用サイトへのアク

セスによって予約をするという形になっておりま

すので、そこちょっと改めて確認をした上で御報

告をさせていただきます。その予約サイトを一時

的に使用することに、先ほど金額ありましたけれ

ども、カスタマイズもあるかもしれませんが、基

本的にはシステムの利用料という形で話が進むの

かなというふうには認識しております。 

○富田けんたろう委員 それが真実なのかもしれま

せんけれども、であれば、やっぱりまず委員会に

報告いただく資料の内容がちょっと不十分だった

と言わざるを得ませんし、この間、もう１時間以

上掛けてこれを議論してるわけですから、今まで

御答弁いただいた内容というのが、骨抜きになっ

ちゃうのかなというふうに感じましたので、この

あたり、しっかり御報告改めていただかなきゃい

けないのかなと思うのですけれども、いかがでし

ょうか。 

○教育長 いろいろシステムのところで皆様に御懸

念を与えてしまった答弁、大変申し訳ございませ

ん。きちっと皆さんにお諮りするような説明に関

しては、また委員会とは別な形ででも情報提供さ

せていただいて御説明いたしますので、申し訳あ

りません、ちょっとお時間をいただければと思い

ます。 

○岡安たかし委員 今の議論の中で、私もちょっと

ぬかが委員も苦言を呈しましたけれども、要は答

弁が違うのですよ、最初のと副区長のと。副区長

の答弁が最初にあれば終わってるような議論だっ

たかもしれないのです。最近、委員会、長いです。

もう常任だけではなくて特別委員会も、さっきも

そうでしたけれども。長いその原因の一つは、議

員というよりも答弁側にあるのかなというのを今

感じました。本当にしっかりと答弁もやってもら

わないと、１０分で終わるのが、３０分、４０分

掛かっちゃうのではないかなという懸念あります

ので、答弁もしっかりやってもらいたい。これは

要望でしっかり申し伝えておきますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

○太田せいいち委員長 今日、いろいろ議論あった

中で、システム関連のところ、各委員に分かる形

で報告書をまとめて提出いただきたいというふう

に思いますが、よろしいでしょうか。よろしくお

願いいたします。 

  その他質疑はございますでしょうか。 

○保健予防課長 先ほどの電子母子手帳についての

補足をさせてください。 

  こども家庭庁のスケジュールによりますと、今

現在は、母子手帳のガイドラインを作成している

ところで、今年度中に発出される予定がございま

す。 

  ただし、実際に普及されるのは、令和８年度以

降となってまして、まだ日付が確定していないと
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いう段階でございますので、引き続き、情報収集

と対応を考えてまいります。 

○太田せいいち委員長 その他質疑はございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○太田せいいち委員長 質疑なしと認めます。 

  次に、各会派の意見をお願いいたします。 

○くじらい実委員 継続でお願いします。 

○いいくら昭二委員 先ほども他の会派の岡安委員

からも話が出たように、しっかりと、今、請願を

してるわけですので、そういうことを踏まえた上

で、もう少し行政の皆さんもしっかりと練習とい

うか予習というかしっかりした上で臨んでいただ

く。それがまた真剣にまた議論を深めていく形に

なってくると思いますので、今回は継続というこ

とでお願いします。 

○ぬかが和子委員 私も副区長の答弁で、え、では

この１時間の議論は何だったんだろうかという思

いをしてしまったのです。本当にそういう点では、

しっかりと、せっかく大事な事業、いろいろ私も

厳しいことを言いましたけれども、基本的には期

待してるのですよ。初めてちゃんとこの３か月よ

り先の子どもたちのポピュレーションアプローチ

をやろうという事業なわけですから、しっかりと

していっていただきたい、また次につなげていく

という点では、検証しながら発展させていってい

ただきたいというふうに思います。 

  この請願については採択を求めたいと思います。 

○富田けんたろう委員 請願の内容については、ま

だまだ議論が必要だろうと思いますので、継続を

主張いたしますけれども、るる議論があったとお

り、システムの話については、また改めて御報告

いただくということは分かりましたが、そもそも

何で全家庭訪問の訪問予約や絵本選択の機能を、

１０月から区が直営で作るアプリに実装できなか

ったのかと。先ほどから岡安委員もありましたけ

れども、キャパを持って設計することはできなか

ったのかというところは、しっかり反省ではない

ですけれども、しっかり受け止めていただきたい

というふうに思います。であれば、区の直営のア

プリも、そういう予約の機能ができるのであれば、

ダウンロード数というのは、当然増えていくもの

だと思いますし、しっかり横串でやっていただき

たいというふうに思います。 

  以上です。 

○太田せいいち委員長 意見としては継続というこ

とですね。 

○佐藤あい委員 継続でお願いします。 

○土屋のりこ委員 ポピュレーションアプローチ、

いよいよ始まるということで、この請願の中では、

もうそこだけではなく、やっぱりフィンランドの

ネウボラのような支援をということで、全ての子

どもに公平平等な教育なり成長の機会を提供する

ということが、ポピュレーションアプローチを広

くやっていくことの意義だと思いますので、請願

としては大事ですので、採択を求めます。 

○髙橋まゆみ委員 継続でお願いします。 

○太田せいいち委員長 これより採決いたします。 

  本件は、継続審査とすることに賛成の方の挙手

を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○太田せいいち委員長 挙手多数であります。よっ

て、継続審査と決定いたしました。 

 

           ◇           

 

○太田せいいち委員長 次に、次第では、報告事項

に移りますが、長くなっていますが、休憩はどう

しましょうか。取られますか、続けてでよろしい

でしょうか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 
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○太田せいいち委員長 では、続けて進めさせてい

ただきたいと思います。 

  次に、報告事項を議題としいたします。 

  ①、以上１件を政策経営部長から、②、③、④、

⑦、以上４件を子ども家庭部長から報告をお願い

いたします。 

○政策経営部長 恐れ入ります、政策経営部の報告

資料２ページをお開きください。 

  若者から直接意見を聞いて施策への反映を目指

すアダチ若者会議でございますが、こちら実施い

たしましたので御報告いたします。 

  まず、項番１でございます。 

  環境編、これは第４次環境基本計画の策定に当

たりまして、環境政策課と共同で実施したもので

ございます。 

  ２パターンございまして、アウトリーチ版でご

ざいますが、６月に足立高校に出向きまして、生

徒１６名から意見を聞いております。 

  また、７月には、あやセンターぐるぐるにおい

て、足立区在住の方やゆかりのある方、若者１１

名に意見を聞いております。 

  （２）で、その主な意見をお載せしております。

プラスチックの分別の実施について、ＳＮＳの発

信ですとか、大学や会社へのアプローチが効果的

というような御意見をいただいております。また、

このアイデア出しにとどまらず、参加者自身のや

ってみたい、やってみようという気持ちにつなが

る会となりました。 

  続いて、３ページでございます。 

  項番２、こちらはこども計画編になっておりま

す。 

  現在、こども計画審議会でこども計画の理念な

ど御審議いただいてるところでございますが、そ

の基本理念案につきまして、若者から意見をもら

うというものでございます。７月１５日に、青井

高校の生徒１２名から御意見をいただいておりま

す。こちらも（２）におまとめをしておりますが、

基本理念についてどう思うかということで、好き

だというような御意見があった一方で、書いてる

ことが多い、パッと見たときに理解できなかった

というような御意見もございました。来週８月２

７日に開催いたしますこども計画審議会でこの御

意見を報告するとともに、計画の策定の参考にし

てまいりたいと考えております。 

  項番３、今後の予定でございますが、１０月に

は、今度は居場所編を実施の予定でございます。 

  私からは以上でございます。 

○子ども家庭部長 では、教育委員会の報告資料の

２ページをお開きください。 

  三幸学園が運営する神奈川県の小田原短大とい

うところで、マスコミ報道がございまして、前回

の委員会でも御質問いただきましたが、確認いた

しましたので、御報告させていただきます。 

  まず概要でございます。小田原短大の幼稚園教

諭の免許取得に関して、その試験の一部において、

令和４年から令和６年の間で模範解答が記載され

た学習の手引というものの持ち込みが認められて、

同じ内容が試験に出てたということで話題になっ

たものでございます。この事実確認をさせていた

だきました。小田原短大では、こういう学習の手

引を作成して指導していると。これは通信教育の

課程のものに関しましては、そういうふうにして

いるということでした。持ち込み自体は、これは

問題ないというところを確認させていただいてお

りますが、テストの問題の１６％が、その模範解

答が記載されている学習の手引から出てたと。要

は、学習の手引に答えが載ってたので、丸写しで

きたというような状況でございました。 

  文科省の指導についても、三幸学園の方に確認

させていただきまして、改善をしているというこ
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とでした。まず一つ目は、学習の手引の中と同じ

文言は出題しないことが一つ目です。また、模範

解答が記載されたものは、持ち込みを禁止とする

ことという形にさせていただいたということでし

た。 

  これを一応聞き取り確認させていただきました

上で、足立区で運営している学校についての状況

についても確認させていただきまして、綾瀬にあ

る東京未来大学福祉保育専門学校というのがござ

いまして、これも通信教育の学校なのですけれど

も、同じように、小田原短大で、この通信教育課

程を行っているので、いわゆる札幌の方の学校だ

と思うのですけれども、同じような扱いで、今回

の事例と同じような扱いをしていたということで

ございました。これについては改善済みというこ

とです。また、東京未来大学におきましては、こ

れは大学ですので、全く違うような形で、別々の

教育課程ですので、このような事例はございませ

んでした。 

  今後の方針でございます。文科省の口頭指導に

つきましては、三幸学園の方から状況を受けまし

て、改善の確認をさせていただきましたので、

様々な三幸学園と事業をしておりますので、今回

は他の自治体での事例でございますが、引き続き、

連携を図っていきたいというふうに考えておりま

す。 

  続きまして、４ページ目です。 

  就学前施設において災害等の備蓄の基本方針を

まとめさせていただきました。 

  災害等において、保育園、就学前施設ですね、

備蓄の方針がなかったので、今回、アンケートと

ともに方針を作成いたしました。 

  就学前施設においてアンケートをさせていただ

いた結果は項番１のとおりで、今このような状況

で、３日分の備蓄が区立園だと１００％あるよと

か、保育ママだとこのような状況になっておりま

す。３日分の備蓄というのは、基本的にそういう

方針にさせていただいたのですけれども、備蓄が

できない理由についても確認をさせていただきま

して、資金がないということと場所がないという

ところでございました。 

  それを踏まえまして、６ページにございます基

本方針を作成させていただきました。今回、こち

ら初めてつくったのですけれども、内容につきま

しては、水、非常食、ミルクを含む、また、トイ

レの部分を３日分備蓄するようにしていただきた

いというふうに考えております。 

  なお、保管場所につきましては、基本的には施

設内に保管できればいいのですけれども、なかな

か保育施設、狭いところが多くありますので、１

日目、当日の部分は施設内に保管してくださいね

と。２日目以降の部分は、搬送可能な範囲で置い

ても構わないですよという形になってございます。 

  これにあわせまして、項番３のところで、これ

までそういう補助の方、備蓄品等に関しまして補

助をしてます。園児１人当たり５００円、私立保

育園等、しておるのですが、備蓄の拡大をお願い

するに当たりまして、今年度は、次の議会の補正

予算に提案をさせていただく予定でございますが、

今年度は２，０００円を補正予算を組ませていた

だきたいと思います。そして、令和８年度以降は、

今の５００円を１，０００円に拡大をさせていた

だきまして、備蓄を進めさせていただきたいとい

うふうに考えております。 

  次は、８ページでございます。 

  子ども・子育て支援事業計画の令和６年度の実

績でございます。 

  これは、別添資料１のとおり、施策評価表を取

りまとめさせていただきまして、今回３次評価ま

で行いましたので、その内容でございます。 
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  項番２のところで、施策群が１と２というのが

ございまして、その施策群ごとに、施策区分１で

あれば四つの内容、施策群に関しましても四つの

内容がございまして、それぞれ令和５年度の３次

評価と令和６年度の３次評価の表を記載させてい

ただいております。中身であるとか、その点数が

増減した理由につきましても記載させていただい

ております。御覧いただければと思います。 

  そして、続きまして、最後の２０ページでござ

います。 

  小学校の学童保育室を整備したいというふうに

考えております。校内学童、これまでなかなか進

めなかったのが、今年度、開設しましたが、来年

度も２室開設させていただきたいと思います。鹿

浜五色桜小学校と保木間小学校内の校内学童の整

備について、開設を予定したいと考えております。 

  今後の予定は、記載のとおり、今年度プロポー

ザルをするために、９月補正を計上させていただ

きたいと考えておりまして、認められた場合は、

プロポーザルをして、来年４月の開設を進めてい

きたいと考えております。 

  私からは以上です。 

○太田せいいち委員長 それでは質疑に移ります。 

  何か質疑はございますか。 

○土屋のりこ委員 就学前施設における災害等の備

蓄のことなのですけれども、これ、企業主導型保

育園については対象になるのかならないのか、ど

うでしたか。 

○幼稚園・地域保育課長 企業主導型保育施設に関

しましては、認可外保育施設の１種でございまし

て、国の助成金で運営されておりますが、指導や

監督の権限につきましては、内閣府の所管の児童

育成協会にございますので、災害時の備蓄支援に

ついても、国の責任において進められるべきもの

と考えております。 

○土屋のりこ委員 ということを、これだけ今回い

ろいろ増やしますよといっても、企業主導型だけ

は排除されるということかと思うのですけれども、

それはいかがなものかというか、幾つかやっぱり

あるわけで、そこに通ってるお子さんたちも足立

区民であったりするわけで、そこの漏れていると

いうことに対して、何かしらの手当をしてほしい

ということは要望をいたしますが、いかがでしょ

うか。 

○幼稚園・地域保育課長 現在、企業主導型につき

ましては２７園、定員５９８名となっております

ので、かなりのお子さんを預かっている部分もご

ざいますので、今後、企業主導型の協会等々、お

話しさせていただいて考えていきたいと思います。 

○土屋のりこ委員 是非よろしくお願いいたします。 

  地域防災の取組をしている区民の方から指摘を

されていた点で、帰宅困難者対策、今、企業等の

従業員は施設内待機ということで、帰らないと、

すぐ帰っちゃ駄目だよというふうになっていて、

けれども、小学校や幼稚園とかは、すぐ迎えに来

てくださいというふうになっていて、発災時、働

いてる親の場合は、すぐに帰宅できないという中

で、親が子どもの引き取りができない場合にどう

したらいいのかということなのですが、そういっ

たふうに、都の条例も変わってきたりしている中

で、保育施設等に対しても、そういった親がすぐ

に帰れない状況も起こり得るということで、指導

というか対応の仕方、区の方から対応をどうした

らいいかということは、指導なりはされているの

でしょうか。 

○私立保育園課長 確かに、今現在、詳しくどのよ

うな対応をするかという指導までは行ってないの

ですが、今後この方針をつくることによって、従

業員は最長３日間待機してくださいという形にな

りますので、その間の園児のどのような保育をす
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るかというところについても、今後同時に考えて

いきたいと考えております。 

○土屋のりこ委員 是非よろしくお願いします。い

ろいろ大きな災害が起こる度に状況も変わってき

ているところですので、ただ、園の方では、なか

なかアップデートできていなかったりというとこ

ろもありますので、是非、丁寧に、様々な場、状

況を想定して対応をということで、区の方からも

助言等をお願いしたいと思います。 

  細かいところなのですが、基本方針２の各施設

の備蓄内容の備蓄項目のところで、園児、職員非

常食、ミルク、おかゆ、アルファ米、クラッカー

ということで書かれてるのですけれども、３日間、

１日３食、ゼロ歳、１歳、２歳、３歳、４歳、５

歳の子が、クラッカーとお米だけというのは、ち

ょっとリアリティーがないというか、うちの２歳

１１か月児も、パサパサしたもの嫌だ、食べない

とか言って、非常に普段の食事でも食べてもらう

のが大変な年代なので、これ、例示で等というの

は入ってますけれども、これだけではなく、パン

とか羊羹とか野菜ジュースとか、様々な長期保存

可能なものが今発売されてますが、そういったも

のも、区の補助で、今回の補助で購入が可能なの

かどうか確認したいと思います。 

○私立保育園課長 今回行ったアンケートの中では、

各園でどういうものを保存してるかというところ

まで聞いております。今、土屋委員がおっしゃっ

たように、羊羹であったりとか、カレーだったり

というものを備蓄しておりますので、当然この補

助の中ではそれは買うことは可能です。あわせて、

各園に対して、どういうものが各施設で備蓄され

てるかというものも周知したいと考えております。 

○土屋のりこ委員 是非お願いしたいと思います。

見てると、学校給食のレトルトカレーとか、子ど

も向けのようなやつも売ってるみたいですし、缶

詰で、果物味のパンで、この前スーパーへ行って、

パンどろぼうが描かれた保存パン、缶に入ったパ

ンが売っていて、子どもがこれ買うこれ買うとか

いって買ったのですけれども、様々なものもあり

ますので、何が、この例示だけではちょっとあま

りにもそっけないので、もうちょっとここも工夫

いただいて、それぞれのこれから備蓄を始める園

に対しても、丁寧な情報提供をお願いしたいと思

います。 

  以上です。 

○太田せいいち委員長 ほかに質疑はございますか。 

○佐藤あい委員 アダチ若者会議の実施結果につい

てなのですけれども、まず、とてもよい取組だな

と思っております。特に、今回テーマも環境やこ

ども計画といった身近な政策に関するものだった

というところで、非常に評価をしております。 

  今後もこうした若者のいる現場に出向く形、特

にこのアウトリーチ版というのは、とてもよいな

と思っているのですが、今後も継続拡充していく

お考えがあるかお聞かせください。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 こういった

形で、子ども、若者が直接意見を言って、身近な

ことを一緒に考えるといった機会は非常に重要な、

参画の観点からも、重要なことだと考えておりま

すので、こういったことは継続した事業として続

けてまいりたいというふうに考えております。 

○佐藤あい委員 是非お願いいたします。今回の意

見の中でも、とてもよい意見が多数出ていたなと

思います。大学や会社へのアプローチですとか、

本当にショート動画というのは、様々な分野でも、

お声が上がってくる部分だなと思っております。

そういったもの、いただいたこの提案に対してな

のですけれども、今後、御本人たちにどのように

フィードバックをしていくのかというのを教えて

いただけますでしょうか。 
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○子どもの貧困対策・若年者支援課長 アダチ若者

会議につきましては、アダチ若者会議の一応専用

のホームページを作っておりますので、そちらの

方で実施結果については都度フィードバックをし

ているような形になっております。 

○佐藤あい委員 御参加いただいた方々、個々にメ

ールなのか何か分からないのですけれども、こう

いったホームページに掲載しましたとかというよ

うなアプローチというのはあるのでしょうか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 実施後に、

意見をいただいて、実際参加していただいた方に

は、同じような形で結果についても報告しており

ます。 

○佐藤あい委員 承知いたしました。やはり自分が

言った意見が、どのように区に反映をされている

のかというのが分かるというのも、とても重要な

ことだと思いますので、今後もよろしくお願いい

たします。 

  また、今回は高校生ですとか若者というような

世代というところでございましたけれども、今後、

こども計画に関してという点では、小・中学生と

かという更に下の年代の方ですとか、外国ルーツ

の方の声も重要になってくるのかなと思います。

より若年層ですとか、多様な背景を持つ子どもた

ちも参加できるようなインクルーシブな若者会議

という実施も御検討いただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○子どもの貧困対策・若年者支援課長 当事者には、

様々な多様性が含まれているというふうに考えて

おりますので、そういった様々な方に対応できる

ような取組といったものは、今後検討してまいり

たいというふうに考えております。 

○佐藤あい委員 是非お願いいたします。今後も継

続をしていただける事業ということで、大変楽し

みにしております。 

  また、次、学童保育の点も幾つか伺わせていた

だきたいと思います。 

  足立区における来年度の学童保育の待機児童数

の予測が３０人から６０人程度という御報告なの

ですけれども、こちらに令和７年度に校内学童保

育室７０人及び民設学童保育室２７０人を予定ど

おり整備した場合と記載されておりますが、今年

度の進捗状況、確実に整備ができそうなのか見込

みを伺えますでしょうか。 

○学童保育課長 今年度の進捗でございますが、民

設につきましては、今現在、ちょうど選定委員会

を行っているところでございます。６地域で募集

をしておりまして、結果につきましては、９月中

には決定する見込みでございます。 

  こちらの校内につきましても、★★お認めいた

だきましたら、進めていけると考えておりますの

で、進捗は順調に進んでいると私は自負しており

ます。 

  以上です。 

○佐藤あい委員 承知いたしました。また、民設も

含めて、予定どおり整備されるということを期待

していきたいと思います。 

  また、そちらが整備をされたとしても、やはり

待機児童数というのはまだ残っていくという中で、

まだまだ待機児童対策というのを行っていただき

たいところになるのですけれども、やはり学童保

育の整備において、大きな課題の一つが、場所の

確保だと思います。特に校内というところでは、

余裕教室もなかなかなくてというようなお話もあ

る中でですけれども、今回、余裕教室がある学校

ではあったと思うのですが、改修はせずに、最小

限の設備設置などで、この活用ができるというよ

うなお話もございました。学校内、学校外も含め

て、様々な空間を柔軟に転用をするというような

考え、例えば、他自治体でランチルームですとか
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図書室というような部分を時間的に活用をすると

か、あとは、地域学習センター等のような公共施

設も柔軟に活用をしているというところあるかと

思います。そういった活用に関しては、足立区と

してはどのようにお考えでしょうか。 

○学童保育課長 まず、学校内の、例えば特別教室

ですとかランチルーム、そういったものにつきま

しては、現在も各学校と協議をしております。利

用可能なところについては、学童に活用できるよ

う調整をしております。 

  他の公共施設についてなのですけれども、例え

ば、今回の御報告に載せさせていただきました旧

こども家庭支援センターの跡地にできる公共施設

ですとか、そういった学童に需要がある場所で活

用できる場所を今後も検討して推進していきたい

と思っております。 

○佐藤あい委員 承知いたしました。 

  最後に、この３０人から６０人、来年度の予測

というのは、このエリアが綾瀬地域が集中してい

るような形なのですが、この３０人から６０人の

割合。 

○学童保育課長 学童保育の需要につきましては、

その年年でちょっと変わってはくるのですけれど

も、これは足立区全体で、大体３０人から６０人

程度になる見込みでございます。 

○佐藤あい委員 承知いたしました。では、どこの

地域が特に多くてというようなことではないとい

うようなことになるのかなと思うのですけれども、

やはり特に小学校１年生、２年生という低学年で

待機児童となると、本当に絶望するという状況も

あります。そういった方が出てこないように、早

期に整備を様々な角度から進めていただきたいな

と思います。要望で終わります。 

○太田せいいち委員長 ほかに質疑はございますか。 

○富田けんたろう委員 私からは、１点だけ、４ペ

ージの就学前施設における災害等の備蓄の基本方

針についてという点ですけれども、この件に関し

ては、お金と場所の問題だという施設が多いとい

う中で、実際、場所不足によって、確保が困難だ

という施設が７７施設あったという資料が添付さ

れているわけです。この場所が足りないという問

題に対して、ちゃんとこれ区は寄り添っているの

でしょうか。 

○私立保育園課長 このアンケートが終わった結果

として、この場所が足りないというのが見えてき

ましたので、実際私も各園に訪問しております。

各園に訪問したところ、ちょっと園長さんと話し

ながらなのですが、少しスペースがあるのではな

いのという話をしたり、荷物を整理して寄せるこ

とで置けるのではないのかという話をした中で、

この資料の７ページにあるように、施設内で更に

置けるような場所が確保されたりであったりとか、

あと、法人の中で、休憩室で使ってるような近隣

のアパートがあったというので、そこに保管する

ことも可能だというのもありましたので、その辺

をきっちりと各事業所と相談しながら進めた結果

として、この７ページのような形になっておりま

す。 

○富田けんたろう委員 分かりました。先ほど、ぬ

かが委員の方からも、保育士さんの休憩室のない

園も多いのだという本当にこれ場所不足の問題が

かなり顕在化してるという話が実際ありました。 

  今回、備蓄の場所ですよね、これも、６ページ

の下の方に記載がありますけれども、施設内に必

要な量の備蓄品を保管することを基本とするとい

うことなので、基本は施設内だというのが原則だ

と思いますけれども、施設の規模等により、保管

が困難な場合は、倉庫等への分散保管により対応

するものとするということで、例外で外に置いて

もいいよというふうな話があるわけです。 
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  実際に、７ページの方では、レンタル倉庫等で

の保管を検討していくと答えた施設が３施設ある

ということなのです。当然、レンタル倉庫を借り

るといってもお金が掛かるわけですから、そこで

ちょっと思ったのが、この補助金というのが、恐

らくその備蓄品の購入見合いで計算して、スキー

ムとしてつくったわけですけれども、こういった

レンタル倉庫みたいな、賃借料みたいなところに

充当するというようなことも、この補助金は使っ

てもいいのでしょうか。 

○私立保育園課長 現在、この補助金については、

賃借料部分について、そこに充てることは考えて

おりません。このレンタル倉庫とあるのですが、

備蓄のために借りたレンタル倉庫というよりは、

既に法人で借りていたレンタル倉庫の中に、一部

備蓄品を置くような工夫をさせていただいたとい

うところですので、備蓄のためのレンタル倉庫と

いう位置づけではないというふうには考えており

ます。 

○富田けんたろう委員 分かりました。いずれにし

ても、この場所をかなり確保することは困難だと、

これからいろいろ片付けをしていくということだ

と思うので、そこをしっかり寄り添っていただき

たいなというふうに思いますので、この点は要望

させていただきます。 

○太田せいいち委員長 ほかに質疑はございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○太田せいいち委員長 質疑なしと認めます。 

 

           ◇           

 

○太田せいいち委員長 次に、その他に移ります。 

  何か質疑はございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○太田せいいち委員長 こちらも質疑なしと認めま

す。 

  以上で本日の案件は全て終了いたしました。 

  これをもって委員会を閉会いたします。 

午後３時５４分閉会 

 


